
宝
治
元
年
r
院
御
歌
合
」
注
釈
1
「
逢
不
遇
恋
」
邁
-

位
藤
邦
生
　
森
下
要
治

田
野
慎
二
　
山
崎
真
克

赤
迫
照
子
　
藤
川
功
和

は
じ
め
に

F
長
崎
大
学
教
育
学
部
紀
要
　
人
文
科
学
』
第
七
十
五
号
(
平
成
2
1
年
3
月

刊
行
)
　
に
引
き
続
き
、
宝
治
元
年
(
一
二
四
七
)
　
『
院
御
歌
合
』
　
の
注
釈
を
試
み

る
。
今
回
は
「
逢
不
遇
恋
」
邁
十
三
番
を
取
り
上
げ
る
。
各
番
担
当
者
と
所
属

を
以
下
に
示
す
。

九
十
二
番
-
位
藤
邦
生
　
(
長
崎
大
学
)
、
九
十
三
番
-
赤
迫
照
子
(
広
島
大
学

図
書
館
)
、
九
十
四
番
-
藤
川
功
和
(
尾
道
大
学
)
、
九
十
五
番
-
藤
川
、
九

十
六
番
-
山
崎
真
克
(
松
江
工
業
高
等
専
門
学
校
)
、
九
十
七
番
-
森
下
要
治

(
広
島
文
教
女
子
大
学
)
、
九
十
八
番
-
藤
川
、
九
十
九
番
-
田
野
慎
二
　
(
広

島
国
際
大
学
)
、
百
番
-
赤
迫
、
百
一
番
-
山
崎
、
百
二
番
-
田
野
、
百
三
番

-
田
野
、
百
四
番
-
位
藤

凡
　
例

一
、
底
本
は
、
永
青
文
庫
蔵
本
〔
一
〇
七
・
三
六
・
七
〕
　
(
『
細
川
家
永
青
文
庫

叢
刊
』
第
八
巻
所
収
)
を
用
い
た
。

二
校
合
し
た
諸
本
と
略
号
は
、
以
下
の
通
り
。

書
-
青
陵
部
蔵
本
〔
五
〇
一
・
七
四
〕
　
(
『
新
編
国
歌
大
観
』
　
の
底
本
)

内
-
内
閣
文
庫
蔵
本
「
百
三
十
番
歌
合
(
外
題
)
」
　
〔
二
〇
一
・
二
四
七
〕

支
-
九
州
大
学
支
子
文
庫
蔵
本
〔
九
一
一
・
ホ
・
こ

衆
-
書
陵
部
蔵
歌
合
類
東
本
(
『
大
日
本
史
料
』
第
五
篇
二
十
四
所
収
)

群
-
群
書
類
従
本
(
巻
第
二
百
所
収
)

二
注
釈
は
、
番
全
体
の
本
文
【
校
異
】
を
示
し
た
後
、
【
他
書
所
伝
】
　
【
本
歌

(
参
考
歌
)
】
　
【
語
釈
】
　
【
通
釈
】
を
あ
げ
た
。

一
、
【
語
釈
】
の
内
、
各
詠
作
者
並
び
に
前
号
ま
で
に
既
出
の
語
嚢
に
つ
い
て
は
、

紙
幅
の
関
係
上
こ
れ
を
略
し
た
。

一
、
表
記
や
送
り
仮
名
の
異
同
は
こ
れ
を
略
し
、
見
せ
け
ち
や
補
入
符
号
に
よ

っ
て
訂
正
の
あ
る
箇
所
は
、
訂
正
後
の
本
文
を
採
用
し
た
。

一
、
翻
字
本
文
に
は
適
宜
読
点
を
施
し
、
字
体
は
現
行
の
活
字
体
に
改
め
た
。

二
本
文
中
、
異
同
の
存
す
る
箇
所
に
は
、
傍
線
及
び
ィ
、
ロ
、
の
如
き
符
号

を
付
し
、
語
釈
を
施
し
た
箇
所
に
は
、
本
文
右
傍
に
①
、
②
…
の
通
し
番

号
を
付
し
た
。

一
、
底
本
で
文
意
不
通
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
他
本
の
本
文
に
拠
り
通
釈
を

施
し
た
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
、
本
文
【
校
異
】
　
【
通
釈
】
　
に
お
い
て
他
本

に
拠
っ
た
箇
所
に
網
掛
け
を
施
し
た
。

一
、
引
用
本
文
は
、
原
則
と
し
て
『
新
編
国
歌
大
観
』
　
に
拠
り
、
そ
の
他
の
引

用
文
献
は
、
適
宜
底
本
を
示
し
た
。
な
お
、
引
用
本
文
に
は
、
適
宜
、
傍

線
、
振
り
仮
名
等
を
付
し
た
。

一
、
『
万
葉
集
』
　
に
つ
い
て
は
、
本
文
、
歌
番
号
と
も
に
塙
書
房
刊
F
万
葉
集

訳
文
篇
』
を
用
い
た
。
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八
九
十
二
番
)①

九
十
二
番
　
逢
不
逢
恋

イ

左
　
麟

女
房

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
ロ
　
　
ー

あ
か
し
か
ね
ま
た
る
ゝ
物
と
な
り
に
け
り
さ
し
も
い
と
ひ
し
鳥
の
人
声
も

④

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
宰
相

下
の
お
ひ
の
あ
た
に
結
し
中
な
れ
は
め
く
り
あ
ふ
へ
き
限
た
に
な
し

＼
h

r

l

題

-

1

左
さ
し
も
い
と
ひ
し
鳥
の
八
こ
ゑ
、
ま
た
る
、
物
に
な
れ
る

一

　

　

、

　

　

　

　

　

　

h

-

　

　

-

心
、
き
、
所
お
は
く
ゆ
へ
ふ
か
く
思
入
ら
れ
て
、
優
美
の
姿

卜

幽
玄
の
心
、
こ
と
に
よ
ろ
し
く
こ
そ
侍
れ
、
右
刊
叫
お
l
ひ
l

あ
た
に
む
す
ひ
し
な
と
は
、
さ
も
や
と
み
え
侍
に
、
下
旬

⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
l
t
l

か
き
り
た
に
な
し
と
て
、
恋
心
今
は
思
す
て
た
る
や
う

J
 
k
r
l
l
　
　
　
　
　
　
巨

に
劇
幻
矧
、
題
の
本
意
侍
ら
ね
は
、
尤
為
負
、

【
校
異
】

イ
　
勝
-
ナ
シ
　
(
書
)
　
口
　
人
声
も
ー
八
こ
ゑ
を
(
内
・
支
・
衆
・
群
)

ハ
　
物
に
ー
物
と
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
二
　
お
は
く
-
多
く
侍
る
　
(
群
)

ホ
　
ゆ
へ
ふ
か
く
ー
ふ
か
く
(
支
・
群
)
　
　
へ
　
入
ら
れ
て
-
い
れ
て
　
(
内
・

衆
)
　
　
ト
　
下
の
お
ひ
-
下
の
お
ひ
の
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
　
チ
　
恋
心

-
恋
の
心
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
リ
　
見
え
侍
-
見
侍
(
内
・
衆
)

ヌ
　
本
意
-
本
意
に
　
(
衆
)
　
ル
　
尤
-
尤
可
(
内
・
衆
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)

『
題
林
愚
抄
』
恋
部
二
・
六
九
六
六
・
「
宝
治
元
仙
洞
歌
合
」
・
女
房

あ
か
し
か
ね
ま
た
る
る
物
と
成
に
け
り
さ
し
も
い
と
ひ
し
鳥
の
八
こ
ゑ
吋

(
右
歌
)
ナ
シ

【
語
釈
】

①
逢
不
達
恋
-
「
ひ
と
よ
と
は
い
つ
か
ち
ぎ
り
し
か
は
た
け
の
な
が
れ
て
と
こ

そ
お
も
ひ
そ
め
し
か
」
(
『
金
葉
和
歌
集
』
二
度
本
・
恋
部
上
・
三
九
七
・
「
遇
l
不
-

遇
-
恋
l
の
心
を
よ
め
る
」
・
経
忠
)
、
「
お
も
ひ
き
や
あ
ひ
み
し
夜
は
の
う
れ
し
さ
に

の
ち
の
つ
ら
さ
の
ま
さ
る
べ
L
と
は
」
　
(
『
金
葉
和
歌
集
』
三
奏
本
・
恋
下
・
四

四
〇
・
「
週
刊
淘
刻
の
こ
こ
ろ
を
」
・
実
能
)
と
あ
る
の
が
、
歌
題
と
し
て
の
早

い
例
。
院
政
期
・
鎌
倉
期
の
勅
撰
集
、
私
家
集
等
に
頻
出
す
る
。
な
お
、
「
逢
不

逢
恋
」
「
逢
不
遇
恋
」
「
会
不
会
恋
」
等
の
表
記
が
あ
る
。

②
あ
か
し
か
ね
-
夜
が
明
け
る
の
を
待
ち
か
ね
て
。
「
ほ
と
と
ぎ
す
来
鳴
く
五
月

_

t

h

.

1

1

の
短
夜
も
一
人
し
寝
れ
ば
明
し
か
ね
つ
も
」
(
『
万
葉
集
』
巻
第
十
・
一
九
八
一

・
「
夏
の
相
聞
(
鳥
に
寄
す
る
)
」
、
こ
の
歌
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
夏
・
一
五
二
・

読
人
し
ら
ず
、
ま
た
入
唐
の
作
と
し
て
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五
・
二
六
九
九

に
も
入
集
)
。

③
鳥
の
八
声
-
暁
に
時
を
告
げ
て
多
く
鳴
く
鶏
。
「
思
ひ
か
ね
こ
ゆ
る
関
路
に
夜

を
深
み
や
こ
ゑ
の
鳥
に
音
を
ぞ
漆
へ
つ
る
」
　
(
『
千
載
和
歌
集
』
恋
五
・
九
四
八

五
・
「
隔
関
路
恋
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
」
・
雅
頼
)
が
あ
る
。
F
堀
河
百
首

開
音
』
　
に
は
「
と
ほ
っ
み
ち
い
そ
ぎ
て
過
ぎ
し
関
路
に
は
八
こ
ゑ
の
鳥
を
人
ぞ
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と
な
へ
し
」
　
(
『
堀
河
百
首
』
雑
廿
首
・
一
四
一
五
・
仲
実
)
　
に
つ
い
て
の
注
に

「
庭
鳥
の
声
人
声
な
く
と
申
説
候
へ
ど
も
た
ゞ
し
げ
く
暗
く
と
い
へ
る
ま
で
也
」

と
説
明
し
て
い
る
。
「
か
ね
の
お
と
も
や
こ
ゑ
の
と
り
も
こ
こ
ろ
あ
ら
ば
こ
よ
ひ

ば
か
り
は
物
わ
す
れ
な
れ
」
　
(
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
　
二
七
三
)
も
あ
る
。

④
下
の
お
ひ
の
-
下
の
帯
の
。
枕
詞
。
下
の
帯
は
下
着
、
す
な
わ
ち
装
束
の
し

た
の
小
袖
に
し
め
る
帯
の
こ
と
。
帯
が
い
っ
た
ん
左
右
に
分
か
れ
て
、
結
ぶ
と

き
に
ま
た
合
う
と
こ
ろ
か
ら
、
「
別
れ
て
逢
う
」
「
め
ぐ
り
て
逢
う
」
な
ど
に
か

か
る
。
「
し
た
の
お
び
の
道
は
か
た
が
た
別
る
と
も
行
き
め
ぐ
り
て
も
連
は
ん
と

ぞ
思
ふ
」
　
(
『
古
今
和
歌
集
』
離
別
・
四
〇
五
・
友
則
)
。
小
宰
相
の
当
該
歌
で
も

「
め
く
り
あ
ふ
へ
き
」
に
掛
か
る
。
ま
た
「
あ
た
に
結
し
」
の
縁
語
と
も
な
る
。

⑤
か
き
り
た
に
な
し
と
て
、
恋
心
今
は
思
す
て
た
る
や
う
に
I
「
か
き
り
た
に

な
し
」
に
つ
い
て
は
、
「
す
む
月
も
ち
さ
と
の
ほ
か
は
こ
は
り
し
き
ゆ
き
の
あ
し

た
は
剥
割
引
増
周
到
L
l
」
(
『
千
五
百
番
歌
合
』
冬
三
・
九
七
六
番
右
・
一
九
五

一
・
俊
成
)
　
の
如
く
、
空
間
・
距
離
を
示
す
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
同
じ

『
千
五
百
番
歌
合
』
恋
三
・
一
二
九
二
番
左
・
二
五
八
二
「
め
ぐ
り
あ
は
ん
刺

割
引
呵
呵
?
I
引
し
ら
ね
ど
も
月
な
へ
だ
て
そ
よ
そ
の
う
き
雲
」
(
『
新
古
今
和
歌

集
』
恋
四
・
二
七
二
・
良
経
、
『
秋
篠
月
清
集
』
八
八
六
に
も
)
の
よ
う
に
、
「
限

り
」
は
「
折
、
機
会
」
の
意
と
な
っ
て
い
る
。
「
逢
不
達
恋
」
の
題
で
「
め
く
り

あ
ふ
へ
き
限
た
に
な
し
」
と
断
定
的
な
口
調
で
言
い
切
る
の
は
「
恋
心
今
は
思

す
て
た
る
や
う
に
見
え
侍
」
る
と
い
う
の
が
為
家
の
批
判
で
あ
っ
た
。

【
通
釈
】

九
十
二
番
　
　
逢
不
逢
恋

左
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
房
(
後
嵯
峨
院
)

(
あ
の
人
が
来
な
い
長
い
夜
を
)
あ
か
し
か
ね
て
、
(
自
然
)
待
た
れ
る
も
の

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
、
(
以
前
は
、
暁
の
別
れ
を
誘
う
も
の
と
し
て
)
　
あ
ん
な

に
も
嫌
っ
て
い
た
鳥
の
人
声
も
。

右
(
歌
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
承
明
門
院
)
小
宰
相

(
は
じ
め
か
ら
)
か
り
そ
め
に
結
ん
だ
　
(
あ
の
人
と
の
)
伸
だ
か
ら
、
(
今
と

な
っ
て
は
再
び
)
　
め
ぐ
り
逢
う
機
会
と
て
な
い
こ
と
だ
。

〔
判
詞
〕
左
(
歌
)
あ
ん
な
に
も
厭
う
た
鳥
の
八
声
が
、
(
今
で
は
)
待
た
れ
る

も
の
に
な
っ
た
　
(
と
い
う
)
　
趣
旨
は
、
聞
き
ど
こ
ろ
が
多
く
趣
深
く
共
感
を
誘

わ
れ
て
、
(
一
首
全
体
の
)
優
美
の
姿
幽
玄
の
心
は
、
殊
に
よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま

す
。
右
(
歌
の
)
　
「
下
の
お
ひ
あ
た
に
む
す
ひ
し
」
な
ど
は
、
そ
う
も
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
ま
す
も
の
の
、
下
旬
(
に
)
　
「
か
き
り
た
に
な
し
」
と
　
(
言
っ
)
　
て
、
恋

の
心
は
　
(
も
う
)
思
い
捨
て
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
の
が
、
(
逢
不
逢
恋
と
い

う
)
題
の
本
意
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
(
こ
ち
ら
を
)
当
然
負
け
と
い
た
し

ま
す
。
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右
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
成
卿
女

⑤

　

　

　

　

　

口

　

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑥

わ
け
し
夜
の
契
も
き
え
て
か
な
し
き
は
と
へ
と
こ
た
へ
ぬ
道
芝
の
露

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

陣

-

1

-

1

　

　

⑦

左
の
苛
の
さ
ま
よ
ろ
し
き
姿
に
は
侍
を
、
こ
り
す
ま
と

ト

は
か
り
に
て
も
あ
ひ
に
け
る
心
は
伺
ぬ
l
へ
け
れ
と
も
、

臣
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匝
-

夜
の
と
い
へ
る
よ
り
題
心
い
ま
す
こ
し
あ
ら
は
に
や
、

右
分
し

ヽ

一

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

I
V
カ
　
ゝ

ら
ね
ぼ
や
か
れ
な
で
あ
ま
の
あ
し
た
ゆ
く
く
る
」
　
(
『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
三
・

六
二
三
・
「
(
適
し
ら
ず
)
」
・
小
野
小
町
)
。

【
校
異
】

イ
　
勝
-
ナ
シ
　
(
書
)

、
て
　
(
内
・
支
)
　
二

(
内
・
支
・
衆
・
群
)

口
　
契
も
ー
契
と
　
(
内
・
支
)

左
の
苛
の
さ
ま
ー
左
う
た
の
さ
ま

ホ
　
姿
に
は
-
姿
に
　
(
支
)
　
　
へ

＼/

き
え
て
-
き

(
書
)
、
左
の
さ
ま

こ
り
す
ま
と
-

こ
り
す
ま
に
と
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ト

ー
よ
り
は
　
(
内
・
支
・
衆
)
　
リ
　
題
-
題
の

ヌ
　
ヤ
ー
侍
に
や
　
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)
ナ
シ

(
右
歌
)
『
蓮
性
陳
状
』
一
五
・
俊
成
卿
女

侍
ぬ
ー
侍
　
(
書
)
　
チ
　
よ
り

(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)

②
も
し
は
木
1
藻
塩
を
焼
く
際
に
く
べ
る
木
。
「
き
み
だ
れ
は
あ
ま
の
も
し
ほ
木

く
ち
に
け
り
引
引
ベ
I
に
嘲
た
え
て
ほ
ど
へ
ぬ
」
(
『
千
載
和
歌
集
』
夏
歌
・
八
五

・
「
崇
徳
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
よ
め
る
」
・
待
賢
門
院
安
芸
)
。

③
こ
り
す
ま
ー
「
封
射
ず
l
ま
l
に
又
も
な
き
な
は
た
ち
ぬ
べ
し
人
に
く
か
ら
ぬ
世

に
し
す
ま
へ
ば
」
　
(
『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
三
・
六
三
一
・
「
(
遺
し
ら
ず
)
」
・
よ

み
人
し
ら
ず
)
　
の
よ
う
に
、
「
懲
り
も
せ
ず
に
」
　
の
意
。
当
該
歌
で
は
「
身
を
う

ら
の
」
と
結
び
つ
い
て
摂
津
国
の
歌
枕
「
こ
り
す
ま
の
う
ら
」
と
な
り
、
「
す
ま
」

と
「
須
磨
」
の
意
を
掛
け
る
。
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
「
剥
川
副
の
み
る

め
の
ゆ
か
し
き
を
嘲
威
0
あ
l
割
や
い
か
が
忠
は
ん
」
(
一
九
〇
・
光
源
氏
)
。

④
立
や
煙
の
よ
そ
に
き
え
っ
ゝ
-
浦
か
ら
遠
く
余
所
へ
と
消
え
て
い
く
の
に
、

煙
が
性
懲
り
も
な
く
立
ち
続
け
る
様
子
に
、
拒
ま
れ
て
も
懲
り
ず
に
恋
す
る
意
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を
掛
け
る
。
「
風
を
い
た

l

l

l

l

一

t

一

t

み
く
ゆ
る
煙
の
た
ち
い
で
て
も
猶
こ
り
ず
ま
の
う
ら
ぞ

わ
け
し
夜
の
契
り
も
消
え
て
悲
し
き
は
と
へ
ど
答
へ
ぬ
道
芝
の
露

『
題
林
愚
抄
』
恋
部
二
・
六
九
六
七
・
「
(
宝
治
元
仙
洞
歌
合
)
」
・
俊
l
劇

わ
け
し
よ
の
ち
ぎ
り
も
き
え
て
か
な
し
き
は
と
へ
ど
こ
た
へ
ぬ
道
し
ぼ
の
露

【
語
釈
】

①
身
を
う
ら
の
ー
「
浦
」
と
「
憂
」
を
掛
け
る
。
こ
こ
で
は
海
士
の
辛
い
境
遇

と
、
恋
の
叶
わ
ぬ
憂
き
我
が
身
を
掛
け
る
。
「
見
る
め
な
き
わ
が
身
を
う
ら
と
し

こ
ひ
し
き
」
　
(
『
後
撰
和
歌
集
』
恋
四
・
八
六
五
・
「
人
の
む
す
め
の
も
と
に
し
の

び
つ
つ
か
よ
ひ
侍
り
け
る
を
、
お
や
き
き
つ
け
て
い
と
い
た
く
い
ひ
け
れ
ば
、

か
へ
り
て
つ
か
は
し
け
る
」
・
貫
之
)
。

⑤
わ
け
し
夜
-
「
道
芝
の
露
」
を
分
け
入
っ
て
相
手
の
許
を
訪
ね
、
契
り
を
結

ん
だ
夜
。
「
割
引
珂
刷
u
袖
の
た
め
し
の
ぬ
れ
衣
は
さ
で
い
く
夜
の
道
芝
の
露
」

l
 
h
l
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
_
l
l
-

(
『
俊
成
卿
女
集
』
三
七
・
「
(
不
達
恋
)
」
)
。

⑥
道
芝
の
霹
1
道
端
の
草
の
露
。
「
尋
ぬ
べ
き
草
の
原
さ
へ
霜
枯
れ
て
誰
に
矧
融

剖
u
劫
割
所
感
」
(
『
狭
衣
物
語
』
四
五
・
狭
衣
)
　
の
よ
う
に
、
恋
人
の
許
へ
の



道
案
内
を
尋
ね
る
も
の
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
結
ん
だ
契
り
の
は
か

な
さ
も
表
現
す
る
。
「
露
」
と
「
き
え
て
」
は
縁
語
。
「
み
ち
し
ぼ
の
つ
ゆ
に
あ

ら
そ
ふ
わ
が
身
か
な
い
づ
れ
か
ま
づ
は
引
叫
叫
と
す
ら
む
」
(
『
新
古
今
和
歌
集
』

雑
下
・
一
七
八
八
・
「
(
題
し
ら
ず
)
」
・
実
頼
)
。

⑦
こ
り
す
ま
と
は
か
り
に
て
も
ー
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
「
こ
り
ず
ま
と
は
、

か
り
に
て
も
」
と
読
点
を
打
つ
が
、
こ
こ
は
「
こ
り
ず
ま
と
ば
か
り
に
て
も
」

と
し
、
左
歌
は
「
こ
り
す
ま
」
と
い
う
語
が
あ
る
程
度
で
「
逢
不
逢
恋
」
題
に

叶
っ
て
い
る
と
い
う
文
意
で
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑧
題
心
い
ま
す
こ
し
あ
ら
は
に
や
ー
右
歌
は
「
逢
不
達
恋
」
題
の
趣
旨
が
は
っ

き
り
現
れ
て
い
る
と
い
う
評
価
。
「
薗
ば
あ
l
引
叫
同
心
嘲
当
引
引
刊
、
こ
と
に
よ

ろ
し
き
よ
し
皆
悉
申
す
」
　
(
建
長
三
年
(
二
一
五
一
)
九
月
『
影
供
歌
合
』
八
十

五
番
判
詞
　
※
判
者
は
為
家
)
。

【
通
釈
】

九
十
三
番

左
(
歌
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
政
大
臣
(
西
園
寺
実
氏
)

憂
き
我
が
身
は
、
こ
り
ず
ま
の
浦
の
海
士
が
く
べ
る
藻
塩
木
で
は
な
い
が
、

余
所
に
消
え
つ
つ
も
立
つ
の
を
繰
り
返
す
煙
の
よ
う
に
、
懲
り
な
い
こ
と
だ
よ
。

右
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
成
卿
女

(
道
を
)
　
分
け
入
り
、
結
ん
だ
契
り
も
消
え
て
、
悲
し
い
の
は
道
端
の
草
の

露
に
　
(
あ
の
人
の
許
へ
の
道
案
内
を
)
　
問
う
て
も
答
え
な
い
こ
と
だ
。

〔
判
詞
〕
左
の
歌
の
棟
は
良
い
姿
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
「
こ
り
す
ま
」
と
い
う
程

で
も
逢
瀬
が
あ
っ
た
心
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
右
は
　
「
分
し
夜
の
」
と
い

い
ま
す
こ
と
で
題
の
心
が
　
(
左
歌
よ
り
も
)
　
今
少
し
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

(
九
十
四
番
)

レ
n
l
I
I

通
忠

垣
.
-
-
L
r
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

限
り
と
も
思
は
て
し
も
や
契
を
き
し
そ
の
ま
、
に
ひ
ぬ
袖
の
白
露

.
F

右
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
堆
　
さ
ね
を
　
古
本

ト

　

　

　

　

　

　

　

③

思
ひ
俺
わ
か
心
に
も
忘
れ
ぬ
と
な
け
に
い
ひ
て
も
ね
は
な
か
れ
つ
ゝ

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

左
寄
下
旬
す
こ
し
心
ゆ
か
ぬ
や
う
に
侍
う
へ
に
、
右
寄

-
ノ

心
、
割
引
事
も
侍
な
ん
と
め
つ
ら
し
く
侍
れ
は
、
勝
侍
へ
き
に
こ
そ
、
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【
校
異
】

イ
　
通
忠
-
権
大
納
言
通
忠
　
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
口
　
し
も
や
ー
の

み
や
(
支
)
　
ハ
　
契
-
む
す
ひ
(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
二
　
勝
-
ナ
シ
(
書

・
内
)
　
ホ
　
実
雄
　
さ
ね
を
　
古
本
-
権
大
納
言
実
雄
(
書
・
内
・
支
・
衆
・

群
)
　
　
へ
　
忘
れ
ぬ
と
-
わ
す
れ
ぬ
を
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ト
　
な
け
に

-
歎
(
書
)
　
チ
　
右
耳
-
右
う
た
の
　
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)

リ
　
さ
る
-
さ
せ
る
　
(
書
)

【
他
書
所
伝
】



(
左
歌
)
ナ
シ
　
(
右
歌
)
ナ
シ

【
語
釈
】

①
契
を
き
し
-
お
互
い
に
約
束
す
る
意
。
「
千
世
へ
む
と
割
引
封
引
可
し
姫
松
の

ね
ぎ
し
そ
め
て
L
や
ど
は
わ
す
れ
じ
」
(
『
後
撰
和
歌
集
』
恋
三
・
七
九
二
・
「
方

た
が
へ
に
、
人
の
家
に
人
を
ぐ
し
て
ま
か
り
て
、
か
へ
り
て
つ
か
は
し
け
る
」
・

(
よ
み
人
し
ら
ず
)
)
等
。
当
該
歌
で
は
、
「
契
を
き
し
」
は
上
旬
と
下
旬
両
方

に
か
か
る
か
。

②
白
露
-
「
わ
が
ご
と
や
君
も
こ
ふ
ら
ん
自
l
刻
の
お
き
て
も
ね
て
も
そ
朝
刊
督
利

わ
か
ぬ
」
　
(
『
後
撰
和
歌
集
』
恋
二
二
ハ
二
六
・
「
と
は
き
所
に
ま
か
り
け
る
み
ち

よ
り
、
や
む
ご
と
な
き
こ
と
に
よ
り
て
京
へ
人
つ
か
は
し
け
る
つ
い
で
に
、
ふ

み
の
は
し
に
か
き
つ
け
侍
り
け
る
」
・
よ
み
人
し
ら
ず
)
　
等
の
如
く
涙
を
暗
示
す

る
。
③
ね
は
な
か
れ
つ
ゝ
上
戸
を
あ
げ
て
泣
く
意
。
「
つ
れ
づ
れ
と
な
が
む
る
空
の
郭

公
と
ふ
に
つ
け
て
ぞ
叫
明
判
別
河
川
刹
」
(
『
後
撰
和
歌
集
』
夏
・
「
五
月
な
が
雨

の
こ
ろ
、
ひ
さ
し
く
た
え
侍
り
に
け
る
女
の
も
と
に
ま
か
り
た
り
け
れ
ば
、
女
」

二
八
五
・
(
よ
み
人
し
ら
ず
)
)
、
「
ひ
る
は
き
て
よ
る
は
わ
か
る
る
山
ど
り
の

か
げ
見
る
時
ぞ
軸
副
到
刺
叫
刷
る
l
」
(
『
新
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
五
・
(
「
題
し
ら

ず
」
)
二
三
七
二
・
読
人
し
ら
ず
)
等
。

④
下
旬
す
こ
し
心
ゆ
か
ぬ
や
う
に
侍
-
「
そ
の
ま
ゝ
」
　
の
内
実
が
理
解
し
に
く

い
表
現
の
不
足
を
難
じ
た
も
の
か
。
「
契
を
き
し
そ
の
ま
、
に
ひ
ぬ
」
と
続
け
る

と
理
解
し
や
す
い
。

【
通
釈
】

九
十
四
番
左
(
歌
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
権
大
納
言
源
)
　
通
忠

最
後
と
も
思
っ
た
り
も
し
な
い
で
　
(
次
を
)
　
約
束
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
(
け
れ

ど
も
相
手
の
心
変
わ
り
に
よ
っ
て
)
　
約
束
を
交
わ
し
た
時
の
ま
ま
で
乾
か
な
い

(
私
の
)
袖
の
涙
・
・
・

右
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
権
大
納
言
藤
原
)
実
雄

(
相
手
が
離
れ
た
こ
と
を
)
　
つ
ら
く
思
っ
て
私
だ
っ
て
あ
の
人
の
こ
と
な
ど

も
う
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
気
持
ち
の
な
い
よ
う
な
こ
と
を
い
っ
て
も
　
(
相
手
の

心
変
わ
り
は
や
は
り
)
　
つ
ら
く
て
　
(
実
際
に
は
)
声
を
あ
げ
て
泣
き
続
け
て
し

ま
、
つ
。
〔
判
詞
〕
　
左
歌
　
(
の
)
　
下
の
句
は
　
(
意
味
と
し
て
)
　
す
っ
き
り
し
な
い
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
上
に
、
右
歌
(
の
)
心
、
そ
の
よ
う
な
事
も
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ

う
と
珍
し
く
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
(
右
の
)
　
勝
ち
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
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(
九
十
五
番
)

九
十
五
番
左
即
　
　
　
　
　
　
酢

l
e
阿
除
隊
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

い
た
つ
ら
に
明
ぬ
く
れ
ぬ
と
玉
く
し
け
二
た
ひ
あ
ほ
ぬ
身
こ
そ
つ
ら
け
れ

一

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
相
　
き
ん
す
け
　
古
本

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

忘
れ
ぬ
も
我
身
の
と
か
と
し
る
は
か
り
あ
り
L
に
か
は
る
あ
か
つ
き
も
か
な



【
校
異
】

イ
　
勝
-
ナ
シ
　
(
書
)
　
口
　
定
雅
-
権
大
納
言
定
雅
　
(
書
・
内
・
支
・
衆
・

群
)
　
ハ
　
新
後
撰
-
ナ
シ
　
(
書
・
内
・
支
・
群
)
、
続
後
撰
、
恋
四
　
(
衆
)

二
　
公
相
　
き
ん
す
け
　
古
本
-
権
大
納
言
公
相
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)

ホ
　
し
る
は
か
り
-
し
り
に
け
り
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
　
へ
　
も
か
な
ー
も

か
な
と
　
(
内
・
衆
・
群
)
　
ト
　
さ
ま
に
-
さ
ま
に
は
　
(
書
・
内
・
衆
)
、
や
う

に
は
　
(
群
)
　
チ
　
侍
る
を
1
侍
に
　
(
書
・
内
・
衆
・
群
)
　
リ
　
こ
と
は
り

-
詞
は
　
(
内
・
衆
・
群
)
　
ヌ
　
勝
侍
へ
し
-
勝
へ
し
　
(
内
・
群
)
、
勝
な
る
へ

し
　
(
衆
)
　
※
　
(
支
)
　
は
、
判
詞
が
全
て
欠

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)

『
新
後
撰
和
歌
集
巻
』
恋
歌
四
・
一
〇
五
九
・
「
宝
治
元
年
、
十
首
歌
合
に
、
逢

不
遇
恋
」
・
花
山
院
入
道
右
大
臣

い
た
づ
ら
に
明
け
ぬ
く
れ
ぬ
と
玉
く
し
げ
ふ
た
た
び
あ
ほ
ぬ
身
こ
そ
つ
ら
け
れ

(
右
歌
〉
ナ
シ

【
語
釈
】

①
い
た
つ
ら
に
明
ぬ
く
れ
ぬ
と
-
「
み
ね
ふ
か
き
山
さ
く
ら
ど
の
ヨ
d

明
l
叫
叫
l
月
明
l
叫
日
花
ぞ
ふ
り
し
く
」
(
承
久
元
年
(
二
一
一
九
)
『
内
裏
百
番
歌

合
』
深
山
花
・
十
六
番
左
・
三
一
・
為
家
)
、
「
い
た
づ
ら
に
明
け
ぬ
暮
れ
ぬ
と

住
俺
び
ぬ
人
め
か
れ
行
く
草
の
と
ざ
L
は
」
　
(
r
洞
院
摂
政
家
百
首
』
雑
・
山
家

五
首
二
六
〇
八
・
経
通
)
　
等
、
中
世
に
は
数
例
み
え
る
。

②
玉
く
し
け
ー
玉
匠
。
玉
櫛
笥
と
も
。
玉
は
美
称
で
、
櫛
等
の
化
粧
道
具
を
入

れ
る
立
派
な
箱
。
「
明
」
「
二
　
(
ふ
た
)
」
「
身
」
は
縁
語
。
「
海
辺
月
」
題
五
十
七

番
(
『
表
現
技
術
研
究
』
第
4
号
所
収
)
参
照
。

③
あ
か
つ
き
も
か
な
-
「
暁
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
　
の
意
で
、
八
代
集
に
は
み
え

な
い
言
い
回
し
。
「
見
ぬ
も
う
し
み
て
も
わ
り
な
し
夢
故
に
物
を
恩
は
ぬ
嘲
引
刹

な
I
」
(
『
林
葉
和
歌
集
』
恋
歌
・
八
九
〇
・
「
暁
恋
、
右
大
臣
家
歌
合
」
)
、
「
い
か

に
せ
ん
夕
つ
け
ど
り
の
お
の
づ
か
ら
な
く
音
を
い
と
ふ
あ
剥
可
封
も
l
飼
な
l
」
(
『
道

助
法
親
王
家
五
十
首
』
恋
・
寄
鳥
恋
・
九
三
三
・
知
家
)
等
。

④
心
い
か
に
と
侍
に
か
ー
「
あ
り
L
に
か
は
る
」
が
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
状

況
を
指
す
の
か
が
暖
味
な
点
を
難
じ
た
も
の
か
。

【
通
釈
】

九
十
五
番

左
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
権
大
納
言
源
)
定
雅

(
こ
の
ま
ま
)
甲
斐
な
く
明
け
た
暮
れ
た
と
　
(
月
日
を
過
ご
し
)
二
度
と
(
あ

の
人
と
)
逢
わ
な
い
我
が
身
は
本
当
に
苦
し
い
こ
と
だ
な
あ
。

右
(
歌
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
権
大
納
言
西
園
寺
)
公
相

(
相
手
が
忘
れ
た
の
な
ら
私
も
相
手
を
忘
れ
な
い
と
い
け
な
い
の
に
、
私
の

方
は
あ
の
人
を
)
忘
れ
な
い
の
は
我
の
罪
と
知
ら
さ
れ
る
ば
か
り
。
(
あ
の
人
に

逢
っ
て
い
た
頃
と
)
　
違
う
暁
で
あ
っ
て
ほ
し
い
な
あ
。
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〔
判
詞
〕
右
(
歌
)
　
「
有
L
に
か
は
る
暁
も
か
な
」
　
(
と
い
う
表
現
は
)
、
優
美
で

あ
る
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
(
一
首
全
体
の
)
心
は
ど
う
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う

か
。
浅
慮
に
惑
っ
て
判
別
出
来
ま
せ
ん
う
ち
に
、
左

り
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
勝
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

(
歌
の
)
　
道
理
は
は
っ
き

(
九
十
六
番
)

九
十
六
番

左
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「公
基

わ

ー

I

今
こ
む
と
い
ひ
し
契
や
あ
た
人
の
た
ゝ
偽
の
な
さ
け
な
り
け
ん

右
断
　
　
　
簡

思
き
や
か
ゝ
る
つ
ら
さ
を
契
に
て
有
し
そ
の
夜
を
か
き
る
へ
し
と
は

臨

「

1

1

1

-

左
右
と
も
に
同
は
と
に
み
え
侍
に
、
今
こ
ん
と
い
ひ
し

④

　

　

　

　

　

ト

は
か
り
に
て
も
あ
ふ
心
に
は
か
よ
ひ
侍
ら
め
と
、
あ
り
し
其

⑤
陳
r
l
l
l

夜
は
た
し
か
に
侍
れ
は
、
寄
合
の
な
ら
ひ
勝
と
申
侍
へ
き
に

チ
　
寄
合
の
-
寄
合
　
(
書
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)
ナ
シ

(
右
歌
)

『
題
林
愚
抄
』
恋
部
二
・
逢
不
遇
恋
・
六
九
六
九
・
「
(
宝
治
元
仙
洞
歌
合
)
」
・

為
教
朝
臣

思
ひ
き
や
か
か
る
つ
ら
さ
を
ち
ぎ
り
に
て
有
り
し
そ
の
よ
吋
か
ぎ
る
べ
L
と
は

【
語
釈
】

①
今
こ
む
と
い
ひ
し
契
-
男
が
女
に
対
し
て
今
す
ぐ
に
行
く
よ
と
言
っ
た
約
束

【
校
異
】

イ
　
公
基
-
権
大
納
言
公
基
　
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
口

な
る
ら
ん
　
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ハ
　
勝
-
ナ
シ
　
(
書
)

な
り
け
ん
-

二
　
為
教

-
為
教
朝
臣
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ホ
　
は
と
に
ー
は
と
に
は
　
(
書
)

へ
　
心
に
は
-
心
に
　
(
支
)
　
ト
　
か
よ
ひ
ー
か
な
ひ
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)

の
こ
と
で
、
「
今
こ
む
と
い
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
あ
り
あ
け
の
月
を
ま
ち
い
で

っ
る
か
な
」
(
『
古
今
和
歌
集
』
・
恋
四
・
六
九
一
・
「
(
遺
し
ら
ず
)
」
・
素
性
)
を

ふ
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。

②
あ
た
人
の
た
ゝ
偽
の
な
さ
け
な
り
け
ん
-
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
訪
れ

な
い
の
で
、
移
り
気
な
人
の
ひ
と
え
に
偽
り
の
情
愛
で
あ
っ
た
、
と
恨
み
を
述

べ
る
意
。
あ
る
い
は
、
「
こ
ぬ
人
を
う
ら
み
も
は
て
じ
引
ぎ
l
り
l
お
き
し
そ
の
こ
と

の
は
も
剥
き
l
刷
な
ら
ず
や
」
(
『
詞
花
和
歌
集
』
恋
下
・
二
四
八
・
「
新
院
位
に
お

は
し
ま
し
し
時
、
難
契
不
来
恋
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま
せ
給
け
る
に
よ
み
侍
り
け

る
」
・
忠
通
)
、
「
河
d
融
引
の
こ
と
の
は
な
ら
ん
と
お
も
ヘ
ビ
も
ち
ぎ
る
は
な
は

も
到
引
用
な
り
け
り
」
(
『
六
百
番
歌
合
』
恋
上
・
契
恋
・
九
番
左
・
六
七
七
・

季
経
)
　
な
ど
の
例
の
よ
う
に
、
男
が
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
訪
れ
な
い
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
移
り
気
な
人
の
偽
り
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
そ
の
約
束
は
せ
め

て
も
の
思
い
や
り
な
の
だ
と
捉
え
る
発
想
か
。
「
逢
不
遇
恋
」
題
で
は
、
相
手
を
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恨
む
よ
り
は
一
途
に
恋
情
を
吐
露
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
試
み
に
後
者

と
し
て
解
釈
す
る
。

③
有
し
そ
の
夜
を
か
き
る
へ
し
-
「
ふ
え
竹
の
あ
な
あ
さ
ま
し
の
よ
の
中
や
割

引
月
刊
ふ
し
の
刺
割
り
l
な
る
ら
ん
」
(
『
千
載
和
歌
集
』
雑
歌
下
・
誹
諦
歌
・
一

一
九
一
・
「
堀
河
院
御
時
百
首
の
う
ち
、
恋
の
歌
と
て
よ
め
る
」
・
基
俊
)
、
「
い

か
が
せ
む
剃
り
l
到
可
此
世
な
が
ら
の
心
か
は
ら
ば
」
(
『
拾
遺
愚

草
』
恋
・
二
六
五
五
・
「
ひ
さ
し
く
か
き
た
え
た
る
人
に
」
)
　
な
ど
の
例
の
よ
う

に
、
あ
な
た
と
逢
っ
た
そ
の
夜
を
最
後
の
機
会
と
す
る
と
い
う
意
。

④
あ
ふ
心
に
は
か
よ
ひ
侍
ら
め
と
-
左
歌
の
　
「
今
す
ぐ
に
行
く
よ
と
言
っ
た
」

と
い
う
表
現
だ
け
で
も
「
逢
不
遇
恋
」
題
の
一
度
逢
う
心
に
は
通
う
も
の
が
あ

る
が
、
右
歌
の
　
「
あ
な
た
と
逢
っ
た
そ
の
夜
」
　
の
ほ
う
が
題
意
が
は
っ
き
り
と

現
れ
て
い
る
点
を
勝
負
の
根
拠
と
し
て
指
摘
す
る
。

⑤
寄
合
の
な
ら
ひ
ー
題
意
に
適
う
歌
を
勝
と
す
る
の
が
、
歌
合
批
評
の
習
わ
し

で
あ
る
。
『
千
五
百
番
歌
合
』
春
四
・
二
百
二
十
九
番
(
俊
成
判
)
な
ど
に
例
が

存
す
る
。

【
通
釈
】

九
十
六
番

二
人
の
宿
縁
と
し
て
、
あ
な
た
と
逢
っ
た
そ
の
夜
を
最
後
の
機
会
と
す
る
こ
と

に
な
ろ
う
と
は
。

〔
判
詞
〕
左
右
　
(
の
歌
は
)
　
と
も
に
同
じ
ほ
ど
　
(
の
出
来
)
　
で
あ
る
と
み
え
ま

す
の
に
、
(
左
歌
の
)
　
「
今
こ
ん
と
い
ひ
し
」
と
い
う
表
現
だ
け
で
も
題
の
一
度

逢
う
心
に
は
通
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
(
右
歌
の
)
　
「
あ
り
し
其
夜
」
は
題
意

が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
歌
合
の
習
わ
し
と
し
て
　
(
右
歌
の
)

勝
と
申
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

(
九
十
七
番
)

左
　
(
歌
)

(
権
大
納
言
西
園
寺
)
公
基

今
す
ぐ
に
行
く
よ
と
言
っ
た
約
束
は
、
ひ
と
え
に
移
り
気
な
人
の
偽
り
で
は

あ
る
け
れ
ど
、
せ
め
て
も
の
思
い
や
り
だ
っ
た
の
だ
な
あ
。

右
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
藤
原
)
為
教
(
朝
臣
)

思
っ
て
も
み
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
冷
淡
な
仕
打
ち
と
な
る
こ
と
を

九
十
七
番「

左
　
勝

ロ朝
日
為
経

卜
匪
睦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
l
①

つ
れ
な
く
そ
い
き
て
つ
ら
さ
を
欺
け
る
あ
ふ
に
か
へ
て
し
命
な
ら
す
や

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
実
朝
臣

k
「
-
-
I
I
 
R
「

い
と
は
る
、
つ
ら
さ
あ
る
世
の
逢
事
を
何
そ
は
ま
た
と
た
の
め
を
き
け
ん

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

③

な
に
そ
は
又
と
増
功
利
を
き
け
ん
と
い
へ
る
心
、
お
か
し
く

陳
ト
ー
l
l

思
ひ
入
て
こ
と
に
よ
ろ
し
く
侍
を
、
い
き
て
つ
ら
さ
を
な
け

ー
ノ

き
け
る
あ
ふ
に
か
へ
て
し
命
な
ら
す
や
と
侍
こ
そ
魂kr

艶
に
侍
れ
、
右
す
て
か
た
く
侍
れ
と
も
、
左
猶
勝
侍
へ
き
に
や
、
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【
校
異
】



チ　ヘ　二　ハ　イ

勝
-
ナ
シ
　
(
書
)
　
口
　
中
　
-
　
中
納
言
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)

続
後
撰
-
ナ
シ
　
(
書
・
内
・
支
・
群
)
、
続
後
撰
、
懸
四
(
衆
)

け
る

欺
け
る
ー
欺
き
つ
る
　
(
支
)
　
ホ
　
何
そ
は
ー
何
そ
　
(
内
)

た
の
め
ー
契
(
書
)
　
ト
　
た
の
み
-
た
の
め
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)

こ
と
に
-
こ
と
葉
(
書
)
、
詞
(
内
・
支
・
衆
)
、
ナ
シ
　
(
群
)

リ
　
殊
-
こ
と
に
　
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ヌ
　
侍
-
ナ
シ
　
(
書
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)

『
続
後
撰
和
歌
集
』
恋
四
・
八
七
一
・
「
十
首
歌
合
に
、
逢
不
遇
恋
」
・
太
宰
権

帥
為
経

つ
れ
な
く
ぞ
い
き
て
つ
ら
さ
を
な
げ
き
け
る
あ
ふ
に
か
へ
て
し
い
の
ち
な
ら
ず

や
(
右
歌
)

『
万
代
和
歌
集
』
恋
歌
四
・
二
三
七
〇
・
「
十
首
御
歌
合
に
、
遇
不
逢
恋
を
」
・

信
実
朝
臣

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.
.
_
l
l
l
l
l
l
l
l
_
.
t
l
l
l
l
l
l
l
l

い
と
は
る
る
つ
ら
さ
あ
る
よ
の
あ
ふ
こ
と
に
な
に
そ
は
ま
た
と
た
の
み
お
き
け

ん
『
題
林
愚
抄
』
恋
部
二
・
六
九
七
〇
・
(
宝
治
元
仙
洞
歌
合
)
・
信
実
朝
臣

い
と
は
る
る
つ
ら
さ
あ
る
よ
の
あ
ふ
こ
と
を
な
に
ぞ
は
又
と
村
の
l
叫
お
き
け
ん

【
語
釈
】

①
あ
ふ
に
か
へ
て
し
命
な
ら
す
や
-
逢
う
こ
と
に
代
え
て
、
捨
て
た
は
ず
の
命

で
は
な
か
っ
た
か
、
の
意
。
下
旬
が
完
全
に
一
致
す
る
例
と
し
て
　
「
い
き
て
な

ぞ
の
ち
の
つ
ら
さ
を
な
げ
く
ら
む
あ
ふ
に
か
へ
て
し
い
の
ち
な
ら
ず
や
」
　
(
F
万

代
和
歌
集
』
恋
歌
四
・
二
三
九
九
・
「
(
遇
不
達
恋
の
こ
こ
ろ
を
)
」
・
法
橋
顕
昭
)

が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
他
に
次
の
よ
う
な
例
が
、
逢
う
こ
と
の
引
き
換
え

に
命
を
捨
て
る
と
い
う
発
想
の
先
行
例
と
し
て
「
い
の
ち
や
は
な
に
ぞ
は
つ
ゆ

の
あ
だ
物
を
あ
ふ
に
し
か
へ
ば
を
し
か
ら
な
く
に
」
　
(
『
古
今
和
歌
集
』
恋
二
・

六
一
五
・
「
(
題
し
ら
ず
)
」
・
と
も
の
り
)
な
ど
、
多
数
確
認
で
き
る
。
な
お
、
「
恋

ひ
死
ぬ
」
　
の
語
を
用
い
た
歌
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
恋
ゆ
え
に
命
を
捨
て
る

と
い
う
発
想
に
よ
る
歌
そ
の
も
の
は
F
万
葉
集
』
以
来
た
い
へ
ん
に
多
い
。

②
た
の
め
を
さ
け
ん
-
「
た
の
め
を
き
け
ん
」
　
の
箇
所
は
、
後
続
の
判
詞
中
の

本
文
引
用
箇
所
も
含
め
て
、
諸
本
の
本
文
が
〓
疋
し
な
い
。
【
校
異
】
　
に
示
し
た

よ
う
に
「
た
の
め
」
「
た
の
み
」
「
契
」
　
の
三
つ
の
形
が
あ
る
が
、
底
本
本
文
ど

お
り
「
た
の
め
お
　
(
を
)
く
」
と
し
て
通
釈
す
る
。

③
お
か
し
く
思
ひ
入
て
-
「
や
が
て
嫌
わ
れ
逢
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る

逢
瀬
と
分
か
っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
相
手
の
「
ま
た
　
(
逢
い
に
く
る
よ
)
」
と

い
う
言
葉
を
当
て
に
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
右
歌
に
対
し
て
、
い
っ
た
ん
肯

定
的
な
評
価
を
与
え
る
言
葉
。
右
歌
の
理
に
傾
い
た
内
容
に
つ
い
て
、
特
に
評

し
た
も
の
か
。

【
通
釈
】

九
十
七
番

46

左
　
勝

中
(
納
言
藤
原
)
為
経

そ
し
ら
ぬ
顔
を
し
て
、
生
き
た
ま
ま
(
逢
え
ぬ
)
　
つ
ら
さ
を
か
こ
つ
こ
と
だ
。

逢
う
こ
と
に
代
え
て
、
捨
て
た
は
ず
の
命
で
は
な
か
っ
た
か
。



右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
藤
原
)
　
信
実
朝
臣

嫌
わ
れ
る
つ
ら
さ
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
の
世
で
の
逢
う
こ
と
な
の
に
、
ど

う
し
て
「
ま
た
　
(
逢
い
に
く
る
よ
)
」
と
、
あ
て
に
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
を
言
い

置
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

〔
判
詞
〕
「
な
に
そ
は
又
と
た
の
み
を
き
け
ん
」
と
い
う
(
一
首
の
)
心
は
、
輿

深
く
思
い
を
入
れ
て
い
て
特
に
よ
ろ
し
い
の
で
す
が
、
「
い
き
て
つ
ら
さ
を
な
け

き
け
る
あ
ふ
に
か
へ
て
し
命
な
ら
す
や
」
と
あ
り
ま
す
の
こ
そ
、
特
に
艶
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
右
歌
は
捨
て
難
い
の
で
す
が
、
左
歌
を
や
は
り
勝
と
す
る
の
が

よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

【
校
異
】

イ
　
右
暫
通
成
-
右
衛
門
督
通
成
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ロ
　
ナ
シ
ー
新

続
古
、
恋
四
(
衆
)
　
ハ
　
斗
そ
-
は
か
な
さ
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)

二
　
勝
-
ナ
シ
(
書
)
　
ホ
　
右
〒
雅
光
-
右
近
中
将
雅
光
(
書
・
内
・
衆
・
群
)
、

右
近
衛
中
将
雅
光
(
支
)
　
へ
　
さ
も
と
ー
さ
も
や
と
　
(
書
)
　
ト
　
な
と
を

、
き
て
-
な
と
を
き
て
　
(
内
・
支
・
群
)

衆
・
群
)
　
リ
　
侍
り
-
侍
る
　
(
衆
)

チ
　
に
か
と
ー
か
と
　
(
内
・
支
・

ヌ
　
な
か
ら
へ
-
存
命
(
群
)

(
九
十
八
番
)

h
「

九
十
八
番

左

r
l
右
竿
通
成

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ト

今
は
た
ゝ
か
さ
ね
し
袖
の
う
つ
り
か
も
心
の
う
ち
に
の
こ
る
斗
そ

右
醇
　
　
　
　
　
　
酢
瑚
淵

②

う
し
と
て
も
恨
は
は
て
し
か
た
糸
の
な
か
ら
へ
は
又
あ
ふ
夜
あ
り
ゃ
と

「

　

　

　

　

　

　

　

③

左
袖
の
う
つ
り
か
、
さ
も
と
お
は
え
侍
を
、
と
こ
の
枕
ね
や
の

ト

陳
ト
ー
l
l
l

む
し
ろ
な
と
を
ゝ
き
て
、
心
の
う
ち
に
し
も
の
こ
る
に
か
と
お

ノ

　

　

　

　

　

　

F

　

-

.

は
つ
か
な
く
侍
割
引
、
右
か
た
い
と
の
な
か
ら
へ
は
又
あ
ふ
夜
あ
り

レh
r

や
と
侍
、
さ
せ
る
と
か
む
へ
き
ふ
し
も
み
え
侍
ら
ね
は
、
為
勝
、

ル
　
侍
-
侍
に
　
(
書
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)

『
新
続
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
四
・
一
四
〇
三
・
「
宝
治
元
年
九
月
十
三
夜
内
裏
十

首
歌
合
に
、
遇
不
会
恋
」
・
土
御
門
入
道
前
内
大
臣

い
ま
は
た
だ
か
さ
ね
し
袖
の
う
つ
り
香
も
心
の
う
ち
に
残
る
ば
か
り
ぞ

(
右
歌
)

F
万
代
和
歌
集
』
恋
歌
四
・
二
三
八
二
・
「
十
首
御
歌
合
に
、
遇
不
逢
恋
を
」
・

右
近
中
将
雅
光

う
し
と
て
も
う
ら
み
は
は
て
じ
か
た
い
と
の
な
が
ら
へ
ば
ま
た
あ
ふ
よ
あ
り
や

と

【
語
釈
】

①
か
さ
ね
し
袖
の
う
つ
り
か
-
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
に
「
わ
び
つ
つ
は

剥
さ
l
ね
軸
∪
細
面
引
司
引
香
l
に
お
も
ひ
よ
そ
へ
て
を
り
し
た
ち
ば
な
」
(
一
五
二
・

「
か
へ
し
」
・
建
礼
門
院
右
京
大
夫
)
と
い
う
類
例
が
み
え
る
。
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②
か
た
糸
の
な
か
ら
へ
は
又
あ
ふ
夜
あ
り
ゃ
と
-
「
か
た
糸
」
　
(
片
糸
)
　
は
、
緩

り
合
わ
す
前
の
細
糸
。
こ
こ
で
は
、
「
引
付
河
と
l
を
こ
な
た
か
な
た
に
よ
り
か
け

て
創
刊
は
な
に
を
た
ま
の
を
に
せ
む
」
(
『
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
「
四
八
三

・
「
(
遺
し
ら
ず
)
」
・
読
人
し
ら
ず
)
等
の
如
く
、
「
あ
ふ
」
に
「
逢
う
」
意
を
掛

け
る
。
ま
た
、
糸
を
磋
り
合
わ
せ
て
長
く
す
る
こ
と
か
ら
、
「
よ
り
か
け
て
ま
だ

手
に
な
れ
ぬ
玉
の
を
の
か
た
い
と
な
が
く
た
え
や
は
て
な
ん
」
　
(
『
拾
遺
愚
草
』

一
四
五
六
・
「
不
遇
恋
」
)
、
「
と
し
を
へ
て
思
ひ
や
よ
わ
る
別
封
当
.

可
見
る
玉
の
を
も
が
な
」
(
『
隣
女
集
』
恋
・
一
四
一
七
・
「
(
久
恋
)
」
)
等
と
も

詠
ま
れ
る
。

③
と
こ
の
枕
ね
や
の
む
し
ろ
な
と
を
ゝ
き
て
、
心
の
う
ち
に
し
も
の
こ
る
に
か

と
お
は
つ
か
な
く
侍
り
ー
移
り
香
は
、
枕
や
延
と
縁
が
あ
る
表
現
な
の
に
、
そ

れ
ら
の
表
現
を
用
い
ず
「
心
の
う
ち
に
の
こ
る
斗
そ
」
と
詠
じ
た
点
を
難
じ
た

も
の
。
「
心
に
も
袖
に
も
と
ま
る
引
司
り
l
割
を
割
引
に
の
み
や
ち
ぎ
り
お
く
べ

き
」
　
(
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
一
四
八
・
「
返
り
て
の
ち
み
つ
け
た
り
け
る
と

て
、
や
が
て
あ
れ
よ
り
」
・
資
盛
)
、
「
あ
か
ざ
り
し
袖
の
か
た
み
の
引
つ
l
〓
対
を

樹
に
の
こ
す
よ
は
の
む
め
が
え
」
(
『
親
清
五
女
集
』
一
六
六
・
「
梅
薫
枕
」
)
等

は
、
判
詞
の
指
摘
と
符
合
す
る
例
。

【
通
釈
】

九
十
八
番

右
　
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
近
　
(
衛
中
将
源
)
　
通
光

つ
ら
い
け
れ
ど
も
恨
み
切
る
こ
と
は
す
る
ま
い
。
片
思
い
と
言
っ
て
も
　
(
細

糸
を
緩
り
合
わ
せ
て
長
く
な
る
よ
う
に
)
永
ら
え
ば
ま
た
　
(
あ
の
人
に
)
逢
う

夜
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
　
(
思
わ
れ
る
の
で
)
・
・
・

〔
判
詞
〕
左
(
歌
)
「
袖
の
う
つ
り
か
」
、
そ
う
で
あ
ろ
う
と
も
思
え
ま
す
が
、
「
と

こ
の
枕
」
「
ね
や
の
む
し
ろ
」
な
ど
　
(
の
表
現
)
　
を
差
し
置
い
て
、
(
香
り
が
)

心
の
内
に
だ
け
残
る
　
(
と
理
解
す
る
)
　
の
か
と
　
(
表
現
と
し
て
)
　
あ
い
ま
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
右
(
歌
)
「
か
た
い
と
の
な
か
ら
へ
は
又
あ
ふ
夜
あ
り
や
」
と
ご

ざ
い
ま
す
、
こ
れ
と
い
っ
た
非
難
す
べ
き
節
も
み
え
ま
せ
ん
の
で
、
勝
と
す
る
。

(
九
十
九
番
)
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左
　
(
歌
)

右
衛
　
(
門
督
源
)
　
通
成

今
と
な
っ
て
は
　
(
昔
)
　
重
ね
た
袖
の
移
り
香
も
　
(
消
え
て
し
ま
っ
て
)
　
心
の

中
に
残
る
ば
か
り
だ
よ
・
・
・



【
校
異
】

イ
　
持
-
ナ
シ
　
(
書
)
　
ロ
　
兵

本
ノ
マ
、

兵
部
卿
　
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)

ハ
　
と
は
か
り
を
I
と
斗
を
　
(
内
)
　
二
　
一
た
ひ
は
ー
一
度
を

衆
)
、
一
た
ひ
と
　
(
群
)
　
ホ
　
ナ
シ
ー
新
績
古
、
懸
四
(
衆
)

-
つ
も
る
　
(
支
)
　
ト
　
は
て
ぬ
る
ー
ぬ
る
哉
(
書
)
、
は
か
な
さ

チ
　
を
よ
ひ
ー
お
も
ひ
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
リ
　
又
-
ナ
シ

(
内
・
支
・

へ
　
つ
も
り

(支)(内
・
支
・

′

t

.

.

.

t

l

l

い
ま
は
た
だ
お
も
ひ
た
え
な
ん
と
ば
か
り
を
人
づ
て
な
ら
で
い
ふ
よ
し
も
が
な

【
参
考
歌
】

(
左
歌
)

『
千
載
和
歌
集
』
恋
五
・
九
二
七
・
「
題
不
知
」
・
俊
恵

衆
・
群
)
　
ヌ
　
ち
り
の
-
ち
り
て
の
　
(
支
)
　
ル
　
な
ら
ひ
て
ー
か
よ
ひ
て

(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ヲ
　
ふ
る
き
を
1
ふ
か
き
を
　
(
内
・
支
・
群
)
、

ふ
か
き
　
(
衆
)

お
も
ひ
　
(
衆
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)
ナ
シ

(
右
歌
)

ワ
　
思
ふ
に
ー
お
も
へ
り
　
(
書
)
、
か
す
　
(
内
・
支
・
群
)
、

力
　
程
に
て
ー
程
と
て
　
(
書
)

F
新
続
古
今
和
歌
集
』
恋
四
二
四
〇
四
・
「
(
宝
治
元
年
九
月
十
三
夜
内
裏
十

r

首
歌
合
に
、
遇
不
会
恋
)
」
・
後
深
草
院
弁
内
侍

ま
た
れ
L
を
か
ほ
る
つ
ら
さ
と
思
ふ
ま
に
や
が
て
こ
ぬ
夜
の
つ
も
り
は
て
ぬ
る

【
本
歌
】

(
左
歌
)

F
後
拾
遺
和
歌
集
』
恋
三
・
七
五
〇
・
「
(
伊
勢
の
斎
宮
わ
た
り
よ
り
の
ぼ
り
て

は
べ
り
け
る
ひ
と
に
し
の
び
て
か
よ
ひ
け
る
こ
と
を
、
お
は
や
け
も
き
こ
し
め

し
て
ま
も
り
め
な
ど
つ
け
さ
せ
た
ま
ひ
て
し
の
び
に
も
か
よ
は
ず
な
り
に
け
れ

ば
よ
み
は
べ
り
け
る
)
」
・
左
京
大
夫
道
雅

君
や
あ
ら
ぬ
わ
が
身
や
あ
ら
ぬ
お
ぼ
っ
か
な
た
の
め
し
こ
と
の
み
な
か
は
り
ぬ

る
(
右
歌
)

『
千
載
和
歌
集
』
恋
四
・
八
八
〇
・
「
恋
の
う
た
と
て
よ
め
る
」
・
さ
ぬ
き

ひ
と
よ
と
て
よ
が
れ
し
床
の
さ
む
し
ろ
に
刊
刺
可
も
ち
り
の
d
も
l
引
ぬ
る
か
な

【
語
釈
】

①
た
の
め
を
き
し
ー
(
あ
な
た
が
)
あ
て
に
さ
せ
た
、
の
意
。
「
た
l
の
-
叫
割
引
こ

と
の
葉
だ
に
も
な
き
も
の
を
な
に
に
か
か
れ
る
つ
ゆ
の
い
の
ち
ぞ
」
　
(
『
金
葉
和

歌
集
』
二
度
本
・
恋
上
・
四
二
〇
・
「
(
恋
の
こ
こ
ろ
を
人
に
か
は
り
て
)
」
・
皇

后
官
女
別
当
)
、
「
よ
ひ
の
ま
も
ま
つ
に
心
や
な
ぐ
さ
む
と
い
ま
こ
ん
と
だ
に
増

叫
叫
刈
羽
な
ん
」
(
『
千
載
和
歌
集
』
恋
三
・
八
〇
三
・
「
(
百
首
歌
た
て
ま
つ
り

J

け
る
時
、
恋
の
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
)
」
・
上
西
門
院
兵
衛
)
　
な
ど
の
よ
う
に
、
女

性
が
男
の
不
実
を
恨
む
歌
で
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
当
該
歌
で
は
、
【
本

歌
】
と
同
様
に
、
何
ら
か
の
事
情
で
逢
え
な
く
な
っ
た
女
を
恨
む
男
の
心
で
詠

じ
ら
れ
て
い
る
。

②
我
身
や
あ
ら
ぬ
ー
我
が
身
は
同
じ
我
が
身
で
は
な
い
の
か
、
の
意
。
【
参
考
歌
】

に
掲
げ
た
俊
恵
歌
に
よ
り
、
言
外
に
、
あ
な
た
は
元
の
同
じ
あ
な
た
で
は
な
い

の
か
、
の
意
を
含
ま
せ
て
い
る
か
。
「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身

49



ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」
　
(
『
古
今
和
歌
集
』
恋
五
・
七
四
七
・
業
平
、
『
伊

勢
物
語
』
第
四
段
)
　
の
世
界
が
努
髭
と
さ
れ
る
。

③
今
l
た
ひ
は
-
せ
め
て
も
う
一
度
だ
け
は
、
の
意
。
「
あ
ら
ざ
ら
ん
こ
の
よ
の

ほ
か
の
お
も
ひ
い
で
に
呵
割
叫
引
l
q
明
の
あ
ふ
こ
と
も
が
な
」
(
『
後
拾
遺
和
歌

集
』
恋
三
・
七
六
三
・
「
こ
こ
ち
れ
い
な
ら
ず
は
べ
り
け
る
こ
ろ
人
の
も
と
に
つ

か
は
し
け
る
」
・
和
泉
式
部
)
。

④
ま
た
れ
L
を
-
(
相
手
の
訪
れ
が
)
自
然
と
待
た
れ
ま
し
た
が
、
の
意
。
「
を
」

は
軽
い
逆
接
を
表
す
。
「
い
り
あ
ひ
の
お
と
に
つ
け
て
は
剖
弱
れ
l
L
u
到
ね
よ
と
の

か
ね
に
思
ひ
よ
わ
り
ぬ
」
　
(
『
六
百
番
歌
合
』
恋
上
・
待
恋
・
十
三
番
左
・
六
八

五
・
顕
昭
)

⑤
か
ほ
る
つ
ら
さ
-
(
相
手
の
心
が
)
　
変
わ
っ
て
し
ま
う
辛
さ
、
の
意
。
「
い
き

て
又
か
は
る
つ
ら
さ
を
見
つ
る
か
な
心
に
か
な
ふ
い
の
ち
な
ら
ね
ば
」
　
(
『
洞
院

摂
政
家
百
首
』
遇
不
逢
恋
二
三
〇
四
・
大
納
言
四
条
坊
門
)
。

⑥
な
ら
ひ
て
ー
学
ん
で
、
ま
た
は
、
真
似
を
し
て
の
意
。
本
歌
合
で
は
、
「
右
ふ

詞
イ

る
き
苛
の
こ
と
は
お
な
し
句
に
な
ら
ひ
て
め
つ
ら
し
き
心
き
こ
え
す
や
侍
ら
ん
」

(
百
十
二
番
判
詞
)
と
い
う
例
が
あ
り
、
否
定
的
な
評
語
で
あ
る
。
他
本
の
「
か

よ
ひ
て
」
だ
と
、
似
通
っ
て
の
意
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
　
【
参
考
歌
】
　
に
掲

げ
た
二
条
院
讃
岐
歌
と
の
表
現
・
趣
向
上
の
共
通
点
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

⑦
心
詞
ふ
る
き
を
思
ふ
に
-
他
本
で
は
、
「
ふ
る
き
」
を
「
ふ
か
き
」
と
す
る
も

の
が
多
い
が
、
底
本
の
方
が
意
味
を
取
り
や
す
い
。
「
詞
は
古
き
を
慕
ひ
、
心
は

新
し
き
を
求
め
、
及
ば
ぬ
高
き
姿
を
ね
が
ひ
て
…
…
」
　
(
『
近
代
秀
歌
』
)
な
ど
と

考
え
る
の
が
定
家
の
教
え
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
両
首
と
も
に
、
古
歌
の
詞
・

歌
境
を
志
向
し
て
い
る
点
を
一
応
認
め
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
成
果
は
得

ら
れ
て
い
な
い
と
判
じ
ら
れ
て
い
る
。

【
通
釈
】

九
十
九
番

左
(
歌
)
　
持
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
(
部
卿
藤
原
)
有
教

(
あ
な
た
が
)
期
待
さ
せ
た
私
は
、
昔
の
私
で
は
な
い
の
で
す
か
　
(
あ
な
た

は
昔
の
あ
な
た
で
は
な
い
の
で
す
か
)
　
と
、
た
だ
そ
れ
だ
け
を
、
せ
め
て
も
う

一
度
だ
け
は
何
と
か
し
て
尋
ね
た
い
も
の
で
す
。

右
(
歌
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
内
侍

(
あ
の
時
は
、
あ
な
た
の
訪
れ
が
)
待
た
れ
ま
し
た
が
、
(
あ
な
た
の
)
心
変

わ
り
が
辛
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
う
ち
に
、
そ
の
ま
ま
　
(
あ
な
た
が
)
　
通
っ
て

来
な
い
夜
の
日
数
が
す
っ
か
り
積
も
り
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

〔
判
詞
〕
左
は
、
道
雅
卿
の
、
「
お
も
ひ
た
え
な
ん
」
　
の
歌
の
心
が
優
美
に
感
じ

ら
れ
ま
す
が
、
(
道
雅
卿
の
歌
に
は
)
　
及
び
が
た
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

右
も
ま
た
、
「
や
か
て
も
ち
り
の
」
と
い
う
歌
の
表
現
に
学
ん
で
い
て
、
両
首
共

に
心
や
詞
が
古
い
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
、
同
じ
程
度
の
も
の
で
、
持
と

し
ま
す
。
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【
語
釈
】

①
忘
ら
る
ゝ
思
に
き
え
ぬ
命
-
自
分
の
恋
心
が
相
手
に
忘
れ
ら
れ
、
悲
し
く
て

死
ん
で
し
ま
い
た
い
が
、
そ
れ
で
も
な
お
消
え
ず
に
い
る
命
。
「
思
」
に
「
お
も

ひ
　
(
火
)
」
を
掛
け
る
。
「
火
」
と
「
き
え
ぬ
」
は
縁
語
。
「
う
つ
り
が
の
う
す
く

【
校
異
】

イ
　
右
近

右
近
中
将
(
書
・
内
・
衆
・
群
)
、
右
近
衛
中
将
(
支
)

口
　
け
れ
-
け
る
　
(
内
)
　
ハ
　
勝
-
ナ
シ
　
(
書
)
　
二
　
朝
臣
-
ナ
シ
　
(
内

・
支
)
　
ホ
　
ナ
シ
ー
績
拾
遺
、
懸
五
、
(
衆
)
　
へ
　
夜
も
ー
よ
し
(
支
)

ト
　
心
お
か
し
く
-
お
か
し
く
(
支
)
　
チ
　
事
と
-
事
に
　
(
書
・
内
・
支
・

衆
・
群
)
　
リ
　
い
ひ
さ
た
め
た
る
や
し
に
-
い
ひ
さ
た
め
た
る

に
　
(
書

・
内
・
衆
・
群
)
、
い
ひ
さ
た
め
や
う
に
　
(
支
)
　
ヌ
　
さ
ま
ー
や
う
(
書
)

ル
　
優
な
る
す
か
た
に
ー
優
な
る
す
か
た
　
(
内
・
群
)
、
優
に
す
か
た
　
(
支
)

ヲ
　
中
へ
き
に
ー
中
へ
き
　
(
支
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)
ナ
シ

(
右
歌
)
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
恋
歌
五
・
一
〇
四
八
・
「
(
遺
し
ら
ず
)
」
・
大
納
言

雅
忠は
か
な
し
や
た
が
心
よ
り
と
だ
え
し
て
み
る
よ
も
し
ら
ぬ
夢
の
浮
橋

な
り
ゆ
く
た
き
も
の
の
く
ゆ
る
お
も
ひ
に
き
え
ぬ
べ
き
か
な
」
　
(
『
後
拾
遺
和
歌

集
』
恋
一
・
七
五
六
・
「
あ
る
を
ん
な
に
」
・
清
原
元
輔
)
、
「
よ
と
と
も
に
う
き

人
よ
り
も
つ
れ
な
き
は
割
引
叫
吋
引
l
引
呵
呵
叫
引
な
り
け
り
」
(
F
千
五
百
番
歌

合
』
恋
二
・
千
二
百
十
一
番
右
・
二
四
二
一
・
惟
明
親
王
)
。

②
み
る
夜
-
夢
を
見
る
夜
と
男
女
が
逢
う
夜
を
掛
け
る
。
「
せ
き
か
へ
す
涙
の
川

に
引
引
瑚
し
て
利
別
刺
の
刺
の
さ
だ
か
に
も
あ
ら
ぬ
」
(
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
一

五
九
四
・
「
依
忍
増
恋
」
)
。

③
夢
の
う
き
橋
-
夢
。
『
源
氏
物
語
』
の
最
終
巻
名
を
、
藤
原
定
家
が
「
春
の
刻

の
嘲
叫
叫
引
引
樹
幻
相
対
日
刊
峰
に
わ
か
る
る
横
雲
の
そ
ら
」
(
『
新
古
今
和
歌

集
』
春
歌
上
・
三
八
・
「
守
覚
法
親
王
、
五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
」
)
　
と

詠
ん
で
以
来
、
和
歌
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
と
た
え
し
て
」
は
夢
が
途

切
れ
る
こ
と
と
男
女
の
逢
瀬
の
途
絶
え
の
意
を
掛
け
る
。
「
は
か
な
し
や
夢
の
わ

村
引
叫
剰
樹
を
頼
む
心
の
l
嘲
利
も
果
て
ぬ
よ
」
(
『
狭
衣
物
語
』
一
五
二
・
狭
衣
)
。

④
下
旬
そ
我
身
を
は
う
ら
み
ぬ
事
と
い
ひ
さ
た
め
た
る
や
し
に
侍
-
左
歌
の
下

旬
の
表
現
で
は
、
自
分
の
命
を
恨
む
ば
か
り
で
、
我
が
身
の
方
は
恨
ま
な
い
こ

と
と
取
り
決
め
た
か
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
「
や
し
」
は
諸
本
に
よ
っ
て

本
文
を
改
め
る
。

⑤
心
も
う
か
れ
た
る
さ
ま
に
侍
れ
と
ー
右
歌
で
は
「
夢
の
う
き
橋
」
と
い
う
表
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現
だ
け
で
な
く
、
歌
の
趣
旨
も
恋
心
が
抑
え
き
れ
ず
落
ち
着
か
な
い
様
子
を
詠

ん
で
い
る
と
い
う
意
。

【
通
釈
】

百
番左
(
歌
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
近
(
衛
中
将
藤
原
)
師
継

私
の
思
い
は
　
(
あ
な
た
に
)
忘
れ
ら
れ
、
死
ん
で
し
ま
い
た
い
が
、
(
そ
れ
で

も
な
お
)
　
消
え
な
い
命
は
、
我
が
物
な
が
ら
恨
ま
れ
る
こ
と
だ
よ
。

右
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
源
)
雅
忠
朝
臣

は
か
な
い
も
の
だ
な
あ
。
誰
の
心
変
わ
り
に
よ
っ
て
途
絶
え
、
見
ら
れ
る
夜

も
わ
か
ら
な
い
夢
な
の
か
。

〔
判
詞
〕
左
は
歌
の
趣
旨
が
面
白
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
下
旬
で
は
　
(
ま
る
で
)

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
野

h
l
②お
と
ろ
か
す
人
し
な
け
れ
は
今
は
た
ゝ
み
L
は
夢
か
と
誰
に
間
は
ま
L

L
t

左
、
こ
ぬ
い
つ
は
り
に
ふ
け
し
夜
、
こ
と
に
よ
ろ
し
く
侍
め
り
、

右
も
み
L
は
夢
か
と
た
れ
に
と
は
ま
し
な
と
い
う
に
侍

③

れ
と
も
、
今
は
た
ゝ
と
い
へ
る
ほ
と
、
を
と
り
侍
へ
し
、

我
が
身
を
恨
ま
な
い
事
に
取
り
決
め
た
か
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。
右
の
　
「
ゆ

め
の
う
き
は
し
」
は
、
心
も
し
っ
か
り
し
て
い
な
い
様
子
で
す
が
、
こ
と
ば
の

続
き
が
優
美
な
姿
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
(
右
歌
が
)
　
勝
っ
て
い
る
と
申
し
あ
げ

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

(
百
一
番
)

【
校
異
】

イ
　
勝
-
ナ
シ
　
(
書
)
　
口
　
忘
は
て
け
る
ー
忘
果
ぬ
る
　
(
書
)
、
わ
か
れ
は
て

ぬ
イ

け
る
　
(
内
・
支
)
、
別
は
て
け
る
　
(
衆
)
、
別
は
て
ぬ
る
　
(
群
)
　
ハ
　
ナ
シ
ー

積
拾
遺
、
懸
三
　
(
衆
)
　
二
　
夜
-
夜
を
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)
ナ
シ

(
右
歌
)

『
続
拾
遺
和
歌
集
』
恋
歌
三
・
九
四
二
・
「
宝
治
元
年
十
首
歌
合
に
、
逢
不
遇
恋
」

・
後
鳥
羽
院
下
野

お
ど
ろ
か
す
人
し
な
け
れ
ば
今
は
た
だ
み
L
は
夢
か
と
誰
に
と
は
ま
し

【
語
釈
】

①
た
の
め
て
も
こ
ぬ
偽
-
私
に
頼
み
に
さ
せ
て
い
な
が
ら
来
な
い
偽
り
の
状
態

の
意
。
「
司
」
「
叫
夜
あ
ま
た
に
成
り
ぬ
れ
ば
ま
た
じ
と
思
ふ
ぞ
ま
つ
に

ま
さ
れ
る
」
(
F
拾
遺
和
歌
集
』
恋
三
・
八
四
八
・
「
遺
し
ら
ず
」
・
入
唐
)
、
「
た
-

叫
め
l
(
l
コ
望
q
叫
国
司
融
引
の
つ
も
る
か
な
ま
こ
と
の
み
ち
に
い
り
し
人
さ
へ
」

(
『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
　
二
一
九
・
「
し
り
た
る
人
の
さ
ま
か
へ
た
る
が
、
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こ
ん
と
い
ひ
て
お
と
も
せ
ぬ
に
」
)
　
な
ど
の
例
が
み
え
る
。

(
百
二
番
)

②
お
と
ろ
か
す
人
し
な
け
れ
は
-
「
あ
さ
ま
し
や
み
L
は
ゆ
め
か
と
と
ふ
ほ
ど

に
封
ど
ろ
か
す
に
も
な
り
ぬ
べ
き
か
な
」
(
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
恋
三
・
七
三
四

・
「
頼
綱
朝
臣
ち
ち
の
と
も
に
み
の
の
く
に
に
は
べ
り
け
る
と
き
、
か
の
く
に
の

を
む
な
に
あ
ひ
て
ま
た
お
と
も
し
は
べ
ら
ざ
り
け
れ
ば
女
の
よ
め
る
」
・
読
人
不

知
)
　
を
ふ
ま
え
た
表
現
。
自
分
に
逢
い
に
来
て
く
れ
る
人
の
不
在
を
嘆
く
。

③
今
は
た
ゝ
-
一
度
逢
っ
て
後
再
び
逢
え
な
い
現
在
の
状
況
を
詠
む
の
が
「
逢

不
遇
恋
」
題
で
あ
る
の
で
、
「
今
は
た
、
」
と
わ
ざ
わ
ざ
詠
む
必
要
は
な
い
と
い

う
の
が
判
者
為
家
の
批
判
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
通
釈
】

百
一
番
左
　
(
歌
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
蓮
性

私
に
頼
み
に
さ
せ
て
い
な
が
ら
来
な
い
偽
り
の
状
態
の
ま
ま
更
け
た
夜
を
長

く
私
が
感
じ
る
よ
う
に
、
永
久
に
あ
の
人
は
忘
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

右
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
野

(
自
分
に
逢
い
に
来
て
)
気
付
か
せ
て
く
れ
る
相
手
が
い
な
い
の
で
、
今
と

な
っ
て
は
も
う
現
実
に
お
逢
い
し
た
の
は
夢
か
と
一
体
誰
に
尋
ね
た
ら
よ
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

〔
判
詞
〕
左
(
歌
の
)
、
「
こ
ぬ
い
つ
は
り
に
ふ
け
し
夜
」
、
特
に
よ
ろ
し
ゅ
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
右
歌
)
も
「
み
L
は
夢
か
と
た
れ
に
と
は
ま
し
」
な
ど
と
い
う
表

現
は
倭
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
「
今
は
た
ゝ
」
と
い
う
部
分
は
、
劣
っ
て
お
り
ま
し

ょ
I
つ
○

百
二
番
イ

左
　
嘲

巨

獣

①

あ
り
し
よ
を
こ
ふ
る
う
つ

と

為
氏
朝
臣

②
　
　
　
　
　
　
③
　
ハ

、
は
か
ひ
な
き
に
夢
に
な
さ
は
や
又
も
み
る
や

右

④

　

　

　

　

　

ニ

少
将
内
侍

⑤
　
　
　
　
ホ
　
ー

夢
に
た
に
今
は
み
ゆ
と
は
み
え
し
た
ゝ
忘
れ
し
人
に
そ
は
ぬ
身
な
れ
は

ヘ

ー

　

　

　

　

　

　

　

ト

お
な
し
夢
、
左
、
め
つ
ら
し
く
見
l
到
日
刊
侍
に
や
、
為
勝
、

【
校
異
】

イ
　
勝
-
ナ
シ
(
書
)
　
ロ
　
績
千
載
-
ナ
シ
(
書
・
内
・
支
・
群
)
、
積
千
載
、

ゆ
イ

懸
三
　
(
衆
)
　
ハ
　
み
る
や
と
-
み
る
や
と
　
(
書
)
、
み
ゆ
や
と
　
(
内
・
支
・
衆

・
群
)
　
二
　
み
ゆ
と
は
-
み
ゆ
と
も
　
(
書
)
　
ホ
　
そ
は
ぬ
-
そ
め
ぬ
　
(
内

・
支
)
　
へ
　
左
-
左
は
　
(
書
・
内
・
支
・
衆
)
　
ト
　
見
な
し
て
-
見
な
し

(
内
・
支
・
衆
・
群
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)

『
続
千
載
和
歌
集
』
恋
三
二
四
一
二
・
「
宝
治
元
年
十
首
歌
合
に
、
遇
不
達
恋
」

・
前
大
納
言
為
氏

あ
り
し
夜
を
こ
ふ
る
う
つ
つ
は
か
ひ
な
き
に
夢
に
な
さ
ば
や
又
も
み
叫
や
と
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『
題
林
愚
抄
』
六
九
四
一
・
「
(
続
千
)
/
逢
不
遇
恋
」
・
為
氏

あ
り
し
よ
を
こ
ふ
る
う
つ
つ
は
か
ひ
な
き
に
夢
に
な
さ
ば
や
又
も
み
刺
や
と

(
右
歌
)
ナ
シ

【
参
考
歌
】

(
左
歌
)

『
後
拾
遺
和
歌
集
』
恋
二
・
六
七
五
・
「
を
む
な
に
つ
か
は
し
け
る
」
・
西
宮
前

左
大
臣

う
つ
つ
に
て
ゆ
め
ば
か
り
な
る
あ
ふ
こ
と
を
う
つ
つ
ば
か
り
の
ゆ
め
に
な
さ
ば

刊(
右
歌
)

『
古
今
和
歌
集
』
恋
四
・
六
八
一
・
「
(
適
し
ら
ず
)
」
・
伊
勢

l夢
に
だ
に
見
ゆ
と
は
見
え
じ
あ
さ
な
あ
さ
な
わ
が
お
も
か
げ
に
は
づ
る
刺
な
l
河

到
つ
i

【
語
釈
】

①
あ
り
し
よ
を
-
過
ぎ
去
っ
た
む
か
し
の
逢
瀬
の
夜
を
、
の
意
。
「
利
射
し
u
剤
や

う
ら
島
が
子
の
箱
な
ら
ん
あ
け
に
し
日
よ
り
逢
ふ
事
の
な
き
」
　
(
『
堀
河
百
首
』

遇
不
達
恋
・
二
一
二
「
永
縁
)
　
「
よ
」
に
は
、
「
世
」
　
(
男
女
の
仲
)
を
響
か
せ

る
。
「
め
の
ま
へ
に
か
は
り
ぬ
め
り
と
み
る
も
の
を
ま
た
わ
す
れ
ず
や
あ
り
し
よ

の
こ
と
」
　
(
『
和
泉
式
部
集
』
六
〇
七
)
。

②
夢
に
な
さ
は
や
-
夢
に
し
て
み
た
い
も
の
で
す
、
の
意
。
現
実
は
甲
斐
が
な

い
の
で
そ
の
代
わ
り
に
夢
を
頼
み
と
す
る
と
い
う
趣
向
は
、
小
町
歌
「
う
た
た

ね
に
恋
し
き
ひ
と
を
…
…
」
　
(
『
古
今
和
歌
集
』
恋
二
・
五
五
三
)
　
に
代
表
さ
れ

る
伝
統
的
な
発
想
で
あ
る
。
直
接
は
、
【
参
考
歌
】
　
に
掲
げ
た
後
拾
遺
歌
を
念
頭

に
置
く
。
こ
の
後
拾
遺
歌
は
、
『
和
泉
式
部
集
』
に
採
録
さ
れ
て
お
り
(
五
八
四

・
「
(
人
の
お
き
た
り
け
る
か
が
み
の
は
こ
を
、
か
へ
し
や
る
と
て
)
」
)
、
作
者
は

和
泉
式
部
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
和
泉
式
部
に
は
、
「
う
l
つ
l
句
に
て
息
へ
ば
い

は
む
か
た
も
な
し
今
宵
の
こ
と
を
習
到
判
明
刊
」
(
『
和
泉
式
部
集
』
四
一
七
、

r
和
泉
式
部
日
記
』
一
三
二
に
も
)
　
と
い
う
歌
も
あ
る
。

③
又
も
み
る
や
と
-
も
う
一
度
(
夢
で
)
見
え
る
か
と
思
っ
て
、
の
意
。
「
見
る
」

と
い
う
自
分
の
意
志
で
行
う
行
為
よ
り
も
、
「
見
ゆ
」
と
す
る
イ
本
注
記
な
ど
の

本
文
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
「
お
も
ひ
か
ね
夢
に
み
-
ゆ
-
刊
引
か
へ
き
ず
は
う
ら
さ
へ

袖
は
ぬ
ら
さ
ざ
ら
ま
し
」
　
(
『
千
載
和
歌
集
』
恋
三
・
八
二
八
・
「
題
不
知
」
・
頼

政)。
④
夢
に
た
に
今
は
み
ゆ
と
は
み
え
し
た
ゝ
-
(
あ
な
た
と
逢
え
な
く
な
っ
た
)

今
と
な
っ
て
は
、
せ
め
て
夢
の
中
だ
け
で
も
(
あ
な
た
に
)
見
え
て
い
る
と
は
、

た
だ
も
う
思
わ
れ
た
く
は
な
い
の
で
す
、
の
意
。
【
参
考
歌
】
　
に
掲
げ
た
伊
勢
歌

を
念
頭
に
置
い
た
表
現
。
「
み
え
し
た
ゝ
」
は
、
「
た
だ
見
え
じ
」
の
倒
置
表
現
。

⑤
忘
れ
し
人
に
そ
は
ぬ
身
な
れ
は
ー
(
私
の
こ
と
を
)
　
忘
れ
た
あ
の
人
に
寄
り

添
わ
な
い
我
が
身
で
す
の
で
、
の
意
。
二
人
の
仲
が
疎
遠
に
な
っ
て
も
心
(
魂
)

は
身
か
ら
離
れ
て
あ
の
人
の
許
へ
さ
ま
よ
い
行
く
と
い
う
発
想
が
根
底
に
あ
る
。

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

い

づ

る

「
も
の
お
も
へ
ば
さ
は
の
ほ
た
る
を
わ
が
み
よ
り
あ
く
が
れ
に
け
る
た
ま
か
と

ぞ
み
る
」
　
(
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
雑
六
神
祇
・
二
六
二
・
「
を
と
こ
に
わ
す
ら

れ
て
侍
け
る
こ
ろ
き
ぶ
ね
に
ま
ゐ
り
て
み
た
ら
し
が
は
に
ほ
た
る
の
と
び
侍
け

る
を
み
て
よ
め
る
」
・
和
泉
式
部
)
　
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
い
と
は
る
る
み
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を
う
L
と
て
や
心
さ
へ
わ
れ
を
は
な
れ
て
君
に
そ
ふ
ら
ん
」
　
(
『
千
載
和
歌
集
』

恋
三
・
八
三
〇
・
「
題
不
知
」
・
隆
親
)
な
ど
も
一
例
。
【
参
考
歌
】
　
に
掲
げ
た
伊

勢
歌
の
趣
向
を
な
ぞ
り
つ
つ
、
下
旬
の
状
況
を
替
え
て
、
「
遇
不
逢
恋
」
の
心
を

表
し
た
。

【
通
釈
】

百
二
番
左
　
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
藤
原
)
為
氏
朝
臣

昔
の
、
あ
の
逢
瀬
の
夜
の
こ
と
を
恋
し
く
思
う
今
の
現
実
は
甲
斐
の
な
い
も

の
で
す
の
で
、
い
っ
そ
の
こ
と
夢
に
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。
も
う
一
度
(
夢

で
)
　
見
え
る
か
と
思
っ
て
。

右
(
歌
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
少
将
内
侍

(
あ
な
た
と
逢
え
な
く
な
っ
た
)
　
今
と
な
っ
て
は
、
せ
め
て
夢
の
中
だ
け
で

も
(
あ
な
た
に
)
見
え
て
い
る
と
は
、
た
だ
も
う
思
わ
れ
た
く
は
な
い
の
で
す
。

(
私
の
こ
と
を
)
忘
れ
た
あ
の
人
に
寄
り
添
わ
な
い
我
が
身
で
す
の
で
。

〔
判
詞
〕
同
じ
夢
(
を
邁
材
と
し
た
歌
で
)
、
左
は
、
珍
し
く
捉
え
て
ご
ざ
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。
勝
と
し
ま
す
。

イ

右
　
側
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
禅
信

④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
睦
題
.
　
　
バ
　
ー

思
き
や
手
枕
ふ
れ
し
朝
ね
か
み
み
た
れ
て
し
又
恋
ん
物
と
は

ニ
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

左
、
上
旬
は
よ
ろ
し
く
侍
を
、
八
声
の
鳥
の
ね
ふ
た
ゝ
ひ

ホ

　

　

　

　

　

　

　

ー

き
か
ぬ
と
い
へ
る
心
、
お
ほ
っ
か
な
く
や
、
二
夜
と
い
へ
る
心
な
る

ト

へ
き
に
や
、
あ
ふ
事
は
、
一
夜
逢
た
る
に
よ
り
て
、
薗
心
ふ
か
、

チ

　

ー

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ヌ

l

る
へ
き
に
あ
ら
さ
る
に
や
、
右
、
刊
棚
ふ
れ
し
あ
さ
ね
か
み
、

臣
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

作
者
面
影
ヨ
お
は
え
倒
相
月
、
勝
侍
へ
し
、

【
校
異
】

イ
　
勝
-
ナ
シ
　
(
書
)

群
)
　
ハ
　
と
は
-
か
は

も
イ

ロ
　
し
又
I
も
ま
た
　
(
書
)
、
も
又

(
内
・
支
・
衆
・

(
支
)
　
二
　
上
旬
は
-
上
旬
(
内
・
支
・
衆
・
群
)

55

ホ
　
い
へ
る
心
な
る
へ
き
に
や
、
あ
ふ
事
は
、
一
夜
-
ナ
シ
　
(
書
)

へ
　
あ
ふ
事
は
ー
あ
ふ
事
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ト
　
題
心
-
題
の
心
　
(
内

・
支
・
衆
・
群
)
　
チ
　
に
や
ー
や
　
(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
リ
　
手
枕
-
枕

(
内
・
支
・
群
)
　
ヌ
　
あ
さ
-
あ
し
た
　
(
支
)
　
ル
　
作
者
-
作
者
の
　
(
書

・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ヲ
　
い
か
、
と
ー
い
か
に
と
は

(
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ワ
　
侍
れ
と
-
侍
れ
と
も
　
(
書
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)
ナ
シ
　
へ
右
歌
)
ナ
シ

【
参
考
歌
】

(
右
歌
)

『
拾
遺
和
歌
集
』
恋
四
・
八
四
九
・
「
題
し
ら
ず
」
・
入
唐

(
書
)
、
い
か
ゝ
と
は



あ
さ
ね
が
み
我
は
け
づ
ら
じ
う
つ
く
し
き
人
の
た
枕
ふ
れ
て
し
も
の
を

(
F
万
葉
集
』
巻
第
十
一
・
正
述
心
緒
・
二
五
七
八
、
第
三
句
「
う
る
は
し
き
」

第
四
句
「
君
が
手
枕
」
、
『
古
今
和
歌
六
帖
』
第
五
・
「
か
み
」
・
三
一
七
五
な
ど
)

『
千
載
和
歌
集
』
恋
二
・
七
五
三
・
「
乍
臥
無
実
恋
と
い
へ
る
心
を
よ
め
る
」
・

西
住
法
師

た
ま
く
ら
の
う
へ
に
み
だ
る
る
あ
さ
ね
が
み
し
た
に
と
け
ず
と
人
は
し
ら
じ
な

【
語
釈
】

①
暁
は
つ
ら
き
な
ら
ひ
-
暁
は
、
逢
瀬
を
過
ご
し
た
男
女
の
別
れ
の
時
で
、
辛

い
憂
き
も
の
と
し
て
詠
じ
ら
れ
る
。
「
有
あ
け
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
よ
り
嘲
ば

か
り
う
き
物
は
な
し
」
　
(
『
古
今
和
歌
集
』
恋
三
・
六
二
五
・
「
(
適
し
ら
ず
)
」
・

忠
琴
)

②
鳥
の
音
-
鶏
の
鳴
き
声
。
男
女
の
暁
の
別
れ
を
告
げ
る
。
「
ひ
と
り
ね
し
時
は

ま
た
れ
し
嘲
叫
叫
も
ま
れ
に
あ
ふ
よ
は
わ
び
し
か
り
け
り
」
(
『
拾
遺
和
歌
集
』

恋
二
・
七
一
八
・
「
(
は
じ
め
て
女
の
許
に
ま
か
り
て
、
あ
し
た
に
つ
か
は
し
け

る
)
」
・
読
人
知
ら
ず
)
第
二
句
「
つ
ら
き
な
ら
ひ
の
」
は
、
初
句
を
承
け
、
第

三
句
へ
掛
か
る
。

③
二
た
ひ
き
か
ぬ
契
な
り
け
り
1
二
度
は
聞
か
な
い
、
(
仮
初
め
の
)
契
り
で
あ

っ
た
よ
、
の
意
。
「
け
り
」
は
、
そ
の
こ
と
に
初
め
て
気
づ
い
た
意
を
表
す
。

④
手
枕
ふ
れ
し
朝
ね
か
み
み
た
れ
て
し
又
-
(
あ
の
人
の
)
手
枕
が
触
れ
た
(
私

の
)
朝
寝
髪
が
乱
れ
て
も
ま
た
、
の
意
。
「
朝
寝
髪
」
は
、
朝
の
寝
起
き
の
乱
れ

た
髪
で
、
男
女
が
共
寝
し
た
朝
の
様
子
を
表
す
。
「
手
枕
ふ
れ
し
朝
ね
か
み
」
は

「
み
た
れ
」
を
導
く
序
詞
で
も
あ
り
、
「
み
た
れ
」
に
は
、
気
持
ち
が
乱
れ
る
意

を
掛
け
る
。
な
お
、
イ
本
注
記
や
他
の
伝
本
の
本
文
「
み
た
れ
て
か
ま
た
」
が

適
切
で
あ
る
。

⑤
八
声
の
鳥
の
ね
ふ
た
～
ひ
き
か
ぬ
と
い
へ
る
心
、
お
ほ
っ
か
な
く
や
、
二
夜

と
い
へ
る
心
な
る
へ
き
に
や
、
あ
ふ
事
は
、
一
夜
逢
た
る
に
よ
り
て
、
題
心
ふ

か
ゝ
る
へ
き
に
あ
ら
さ
る
に
や
-
「
人
声
の
鳥
」
は
、
鶏
を
指
す
。
「
お
も
ひ
か

ね
こ
ゆ
る
せ
き
ぢ
に
夜
を
ふ
か
み
剖
可
利
叫
矧
に
ね
を
ぞ
そ
へ
つ
る
」
(
『
千
載

和
歌
集
』
恋
五
・
九
四
八
・
「
隔
関
路
恋
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
」
・
雅
頼
)

『
奥
義
抄
』
に
は
、
「
鶏
を
ば
人
声
の
鳥
と
云
ふ
。
や
こ
ゑ
鳴
く
故
也
」
、
F
堀
河

院
百
首
聞
書
』
に
は
、
「
庭
鳥
の
は
つ
音
、
八
こ
ゑ
鴫
と
申
説
候
へ
ど
も
、
た
ゞ

し
げ
く
鴫
と
い
へ
る
心
ま
で
也
」
と
あ
り
、
文
字
通
り
、
「
八
声
鳴
く
鳥
」
と
い

う
認
識
が
あ
っ
た
。
判
詞
で
は
、
人
声
鳴
く
と
い
う
鶏
の
鳴
き
声
を
二
度
聞
か

な
い
と
い
う
趣
向
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
判
然
と
し
な
い
点
が
難
じ
ら
れ
て
い

る
。
「
八
声
」
に
留
意
す
れ
ば
、
当
該
歌
で
は
、
逢
瀬
の
夜
を
過
ご
し
た
男
が
、

最
初
の
鶏
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
慌
た
だ
し
く
帰
っ
た
、
と
も
解
せ
よ
う
。
た
だ

し
、
為
家
は
、
「
二
た
ひ
」
は
、
二
夜
と
捉
え
る
の
が
よ
く
、
一
夜
の
逢
瀬
に
よ

っ
て
、
「
遇
不
逢
恋
」
　
の
題
意
が
よ
り
深
く
表
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑥
作
者
面
影
い
か
ゝ
と
お
ほ
え
侍
れ
と
ー
評
語
と
し
て
の
　
「
面
影
」
は
、
歌
か

ら
感
じ
ら
れ
る
情
景
、
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
文
字

通
り
、
人
の
面
ざ
し
、
面
も
ち
、
風
貌
を
意
味
す
る
か
。
当
該
歌
は
、
女
性
の

立
場
で
詠
じ
ら
れ
た
恋
歌
で
、
「
く
l
別
封
河
も
し
ら
ず
う
ち
ふ
せ
ば
ま

づ
か
き
や
り
し
人
ぞ
こ
ひ
し
き
」
　
(
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
恋
三
・
七
五
五
・
「
(
題
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不
知
)
」
・
和
泉
式
部
)
、
「
な
が
か
ら
む
心
も
し
ら
ず
く
ろ
か
み
の
み
だ
れ
て
け

さ
は
物
を
こ
そ
お
も
へ
」
　
(
『
千
載
和
歌
集
』
恋
三
・
八
〇
二
・
「
(
百
首
歌
た
て

ま
つ
り
け
る
時
、
恋
の
こ
こ
ろ
を
よ
め
る
)
」
・
待
賢
門
院
堀
川
)
、
「
か
き
や
り

し
そ
の
月
利
利
瑚
叫
す
ぢ
ご
と
に
う
ち
ふ
す
ほ
ど
は
面
か
げ
ぞ
た
つ
」
(
『
新
古

今
和
歌
集
』
恋
五
・
一
三
九
〇
・
「
遺
し
ら
ず
」
・
定
家
)
　
な
ど
の
よ
う
な
、
官

能
的
な
世
界
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
僧
が
、
女
性
の
立
場
で
恋
歌
を
詠

む
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
「
手
枕
ふ
れ
し
あ
さ
ね
か
み
」
と
い
う
生

々
し
い
表
現
か
ら
、
作
者
・
禅
信
の
面
ざ
L
が
思
わ
ず
想
起
さ
れ
て
し
ま
っ
た

右
は
、
「
手
枕
ふ
れ
し
あ
さ
ね
か
み
」
は
、
作
者
の
面
ざ
L
は
ど
ん
な
も
の
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
勝
と
す
る
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

(
百
四
番
)

こ
と
を
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
通
釈
】

百
三
番
左
　
(
歌
)

(
藤
原
)
　
経
朝
朝
臣

暁
に
は
辛
い
習
い
の
鳥
の
昔
を
二
度
と
は
聞
か
な
い
、
(
仮
初
め
の
)
　
契
り
で

あ
っ
た
こ
と
で
す
。

右
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}
　
　
　
　
　
　
　
　
沙
弥
禅
信

思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
(
あ
な
た
の
)
手
枕
が
触
れ
た
　
(
私
の
)
朝
寝
髪

が
乱
れ
て
い
た
よ
う
に
、
(
こ
ん
な
に
も
)
　
思
い
乱
れ
て
も
ま
た
　
(
あ
な
た
の
こ

と
を
)
　
恋
し
く
思
う
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

〔
判
詞
〕
左
は
、
上
旬
は
悪
く
な
い
の
で
す
が
、
人
声
の
鳥
の
鳴
き
声
を
再
び

聞
か
な
い
と
い
う
趣
向
は
、
判
然
と
し
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
(
「
二

た
ひ
」
と
い
う
の
は
)
　
二
夜
と
い
う
意
味
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
逢
瀬
は
、
一

夜
逢
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
題
意
が
よ
り
深
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

b
-
忘
前

よ
ひ
の
ま
の
ふ
け
行
か
ね
の
恨
た
に
思
ひ
た
え
て
も

「

身
を

右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
家

③

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

、

我
は
か
り
心
な
か
さ
を
か
た
る
と
も
見
し
ゆ
め
と
や
は
思
ひ
あ
は
せ
ん

左
寄
今
の
世
ま
て
思
つ
ゝ
け
ら
れ
侍
る
ら
ん
、
恋
し
き

事
に
物
忘
せ
す
、
さ
も
お
か
し
く
こ
そ
侍
れ
、
右
の
ゆ
め

⑤

か
た
り
、
う
け
ら
れ
す
侍
れ
は
、
又
負
侍
へ
し
、
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【
校
異
】

イ
　
勝
-
ナ
シ
　
(
書
)
　
口
　
恨
た
に
ー
限
り
た
に
　
(
支
)
　
ハ

け
イ

へ
ぬ
る
ー

(
書
・
内
・
支
・
衆
)
、
へ
ぬ
る
　
(
群
)
　
二
　
為
家
-
前
権
大
納
言
為

家
(
書
・
内
・
支
・
衆
・
群
)
　
ホ
　
見
し
ゆ
め
と
や
は
ー
見
L
は
夢
と
や
(
内

・
支
・
衆
・
群
)
　
へ
　
つ
ゝ
け
ら
れ
ー
つ
、
け
ら
れ
て
　
(
内
・
衆
)

【
他
書
所
伝
】

(
左
歌
)

『
題
林
愚
抄
』
恋
部
二
・
六
九
七
二
・
「
(
宝
治
元
仙
洞
歌
合
)
」
・
越
前



よ
ひ
の
ま
の
深
行
く
か
ね
の
う
ら
み
だ
に
思
ひ
た
え
で
も
年
へ
け
る
身
を

(
右
歌
)

『
題
林
愚
抄
』
恋
部
二
・
六
九
七
三
・
「
巳
上
同
(
宝
治
元
仙
洞
歌
合
)
」
・
為
家

卿我
ば
か
り
心
な
が
さ
を
か
た
る
と
も
み
L
は
夢
と
や
お
も
ひ
あ
は
せ
ん

【
語
釈
】

①
よ
ひ
の
ま
の
-
越
前
の
当
該
歌
は
、
著
名
な
「
待
宵
の
小
侍
従
」
の
歌
「
剖

d
.
よ
l
讃
q
刻
引
刷
嘲
あ
か
ぬ
わ
か
れ
の
鳥
は
も
の
か
は
」

(
F
新
古
今
和
歌
集
』
恋
歌
三
・
二
九
一
・
「
遺
し
ら
ず
」
・
小
侍
従
)
と
、
「
ま

ち
し
夜
の
ふ
け
L
を
な
に
に
な
げ
き
け
ん
お
も
ひ
た
え
て
も
す
ご
し
け
る
身
を
」

(
『
金
葉
和
歌
集
』
　
二
度
本
・
恋
部
上
・
四
〇
二
・
「
か
た
ら
ひ
け
る
人
の
か
れ

が
れ
に
な
り
て
う
ら
め
し
け
れ
ば
つ
か
は
し
け
る
」
・
白
河
女
御
越
後
)
を
合
体

さ
せ
た
趣
の
歌
。

②
思
ひ
た
え
て
も
ー
「
誰
か
は
と
思
ひ
た
え
て
も
ま
つ
に
の
み
お
と
づ
れ
て
ゆ

く
風
は
う
ら
め
し
」
　
(
『
新
古
今
和
歌
集
』
雑
歌
中
・
六
二
二
・
「
守
覚
法
親
王
、

五
十
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
、
閑
居
の
心
を
よ
め
る
」
・
有
家
)
　
や
「
う
ら
み

わ
び
思
ひ
た
え
て
も
や
み
な
ま
し
な
に
お
も
か
げ
の
わ
す
れ
が
た
み
ぞ
」
　
(
『
新

勅
撰
和
歌
集
』
恋
歌
四
・
九
二
一
・
寂
蓮
)
　
な
ど
、
「
思
ひ
た
え
て
も
」
　
の
句
を

含
む
複
数
の
歌
が
あ
る
が
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
、
当
該
歌
の
「
思
ひ
た
え

て
も
」
を
「
思
ひ
た
え
で
も
」
と
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
従
う
。

③
心
な
か
さ
を
-
「
心
な
か
さ
」
は
、
「
い
つ
ま
で
も
心
が
わ
り
し
な
い
こ
と
、

誠
実
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
度
合
」
(
F
日
本
国
語
大
辞
典
』
)
。
「
割
引
劇
ぶ

心
な
が
さ
は
秋
の
夜
に
い
づ
れ
ま
き
る
と
空
に
し
ら
な
ん
」
　
(
r
後
撰
和
歌
集
』

恋
四
・
八
四
二
・
「
返
し
」
・
源
是
茂
、
※
ま
た
ぎ
り
し
秋
は
き
ぬ
れ
ど
み
し
人

の
心
は
よ
そ
に
な
り
も
ゆ
く
か
な
　
(
同
・
八
四
一
・
「
心
ざ
し
お
ろ
か
に
見
え
け

る
人
に
つ
か
は
し
け
る
」
・
な
か
き
が
む
す
め
)
　
へ
の
返
歌
)
な
ど
の
用
例
が
あ

り
、
当
該
歌
よ
り
も
後
の
歌
に
「
あ
ひ
み
て
の
心
な
が
さ
を
思
ひ
や
れ
つ
ら
き

を
だ
に
も
忘
れ
や
は
す
る
」
(
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
恋
歌
三
・
九
一
八
・
「
遺
し
ら

ず
」
・
津
守
国
基
)
　
の
如
き
類
想
歌
が
あ
る
。

④
見
し
ゆ
め
と
や
は
-
当
該
句
は
「
見
し
夢
と
や
は
」
　
(
底
本
・
青
陵
部
本
)
と

「
見
L
は
夢
と
や
」
　
(
内
閣
文
庫
本
・
九
州
大
学
蔵
支
子
文
庫
本
・
書
陵
部
蔵
類

東
歌
合
本
・
群
書
類
従
本
)
　
の
二
つ
に
本
文
が
分
か
れ
て
い
る
。
後
者
が
本
来

の
形
で
あ
れ
ば
、
「
見
し
　
(
ふ
た
り
が
逢
っ
て
契
り
を
か
わ
し
た
の
)
　
は
夢
だ
っ

た
と
　
(
あ
の
人
は
)
　
思
い
合
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
か
」
　
の
意
と
な
り
、
前
者
が
本

来
の
形
で
あ
れ
ば
、
「
(
ふ
た
り
の
逢
瀬
は
　
(
実
は
自
分
の
み
た
)
　
夢
だ
っ
た
と

(
あ
の
人
は
)
　
思
い
合
わ
せ
る
の
で
は
な
い
か
　
(
ま
さ
か
そ
ん
な
こ
と
は
あ
る

ま
い
)
」
　
の
意
と
な
る
。
本
注
釈
の
方
針
に
従
っ
て
、
通
釈
は
底
本
の
本
文
の
ま

ま
で
行
う
こ
と
に
す
る
。

⑤
う
け
ら
れ
す
侍
れ
は
ー
信
頼
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
の
意
で
、
否

定
的
評
価
語
の
一
つ
。

【
通
釈
】

百
四
番
左
(
歌
)
　
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
嘉
陽
門
院
)
　
越
前

宵
の
間
に
、
夜
が
更
け
て
行
く
の
を
知
ら
せ
る
鐘
の
　
(
音
を
聞
き
な
が
ら
あ
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の
人
の
訪
問
を
待
っ
て
い
た
)
　
あ
の
恨
み
さ
え
も
　
(
忘
れ
ず
、
あ
の
人
を
)
　
思

い
つ
づ
け
て
、
も
う
何
年
も

わ
が
身
だ
よ
。

右
(
歌
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
前
権
大
納
言
藤
原
)
為
家

私
ば
か
り
が
　
(
あ
の
人
を
忘
れ
な
い
)
　
心
長
さ
を
語
っ
て
も
、
(
あ
の
人
の
方

は
、
私
と
違
っ
て
、
ふ
た
り
の
こ
と
は
)
　
見
た
夢
だ
っ
た
と
、
思
い
合
わ
せ
て

い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
　
(
ま
さ
か
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
)
。

〔
判
詞
〕
左
歌
は
今
の
世
ま
で
　
(
か
わ
ら
ず
恋
し
く
)
　
思
い
つ
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
し
ょ
う
。
恋
し
い
事
を
　
(
そ
の
ま
ま
に
)
　
物
忘
れ
せ
ず
、
た
い
そ
う

味
わ
い
深
う
ご
ざ
い
ま
す
。
右
(
歌
の
)
夢
語
り
は
、
受
け
入
れ
に
く
う
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
又
負
け
と
な
り
ま
す
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
十
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
、
若
手
研
究
(
B
)

研
究
課
題
「
和
歌
作
品
の
調
査
、
収
集
を
通
し
た
鎌
倉
時
代
西
園
寺
家
像
の
再

構
築
」
　
(
代
表
者
藤
川
功
和
)
　
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




